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・この図面は，東京大学地震研究所の海上音
波探査の記録を北陸電力が独自に解析・作
成したものである
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

断層位置
推定区間

K18測線（地震研ブーマー）

○海士岬沖断層帯の南端付近の音波探査記録（ブーマー）であるK18測線において，D層が急に落ち込むような変位，変形は認められないものの，測点30付近に向斜構造が認めら
れる。地震調査委員会（2024a）はこの向斜構造に対応する位置に断層トレースを図示しており，本構造についても海士岬沖断層帯の一部として評価した。

○一方，羽咋沖東撓曲を示唆するような変位，変形は認められない。

【海士岬沖断層帯周辺の浅部記録（ブーマー）】
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【海士岬沖断層帯周辺の深部記録（エアガン）】
○海士岬沖断層帯の南部付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-119測線及びN-9W測線においてD層が急に落ち込む位置のQ層に西落ちの変形が認められ
る。本撓曲は相対的隆起側（東側）に背斜構造が認められ，南東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）海士岬沖断層帯の上盤側（東側）の羽咋沖東撓曲延長付近（N-119測線：測点6/8 23：00～6/8 23：30付近，N-9W：測点6/5 7：50～8：15付近）のいずれの地層にも，海士岬沖断層帯がバックスラストとなるような逆傾斜の
断層等を示唆する変位，変形は認められない。

第1193回審査会合 資料2-1
P.423 一部修正
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・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研
究所）の海上音波探査の記録を北陸電力が
独自に解析・作成したものである
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果
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傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【海士岬沖断層帯周辺の深部記録（エアガン）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

○海士岬沖断層帯の南部付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-118測線の2：38付近において北西落ちの非対称性を示す変形が認められる。本撓曲は相対的隆起側（東側）
に背斜構造が認められ，南東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

○また，N-117測線の23：13付近において向斜構造は明瞭な非対称性を示さない緩やかな構造であり，海士岬沖断層帯に対応する構造ではないと判断できるが，地震調査委員会（2024a）はこの
向斜構造に対応する位置に断層トレースを図示しており，本構造についても海士岬沖断層帯の一部として評価した。

〇羽咋沖東撓曲の延長部にあたるN-118測線の2：29付近に，羽咋沖東撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲は認められない。
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・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研
究所）の海上音波探査の記録を北陸電力が
独自に解析・作成したものである
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【羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.424 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

No.8測線（北陸電力スパーカー）
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（参考）羽咋沖東撓曲の上盤側（西側）の海士岬沖断層帯延長付近（ No.8測線：測点25～45付近， No.9-1測線：測点21～36付近）のいずれの地層にも，羽咋沖東撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変
形は認められない。

No.9測線（北陸電力スパーカー）
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海士岬沖断層帯の延長位置

後翼の傾斜
変換点

後翼の傾斜
変換点

○羽咋沖東撓曲付近の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.8測線の測点25付近においてB2層～D1層に東落ちの変形が認められ，No.9-1測線の測点36付近においてB1層以上に東落ちの変形
が認められる。本構造は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇なお，No.8測線の測点36付近に認められる撓みは，南方のNo.9-1測線（測点26付近）及びN-8W測線（19：50付近）でも認められることから羽咋沖東撓曲の後翼部分（後翼の傾斜変換点）に対応
すると判断される。

傾斜方向

海士岬沖断層帯
延長部

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.424 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果
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○羽咋沖東撓曲付近の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.10-2測線の測点6付近及びNo.11-2測線の測点5.5付近において，東落ちの変形が認められ，いずれもB1層以上に変形が認められる。
本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）羽咋沖東撓曲の上盤側（西側）の海士岬沖断層帯延長付近（No.10-1測線：測点25～40付近， No.10-2測線：測点3～6付近， No.11-2測線：測点3～5付近，No.11-1測線：測点1～17付近）のいずれの地層にも，羽咋沖東
撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。

No.11測線（北陸電力スパーカー）
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【羽咋沖東撓曲周辺の深部記録（エアガン） １／２】

第1193回審査会合 資料2-1
P.425 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

○羽咋沖東撓曲付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-8W測線（19：34付近），N-7W測線（4：51付近），N-6W測線（3：28付近）及びN-5W測線（9：32付近）においてQ層に東落
ちの変形が認められる（下図，次頁）。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇N-8W測線の19：50付近には羽咋沖東撓曲の後翼部分（後翼の傾斜変換点）が認められる。

（参考）羽咋沖東撓曲の上盤側（西側）の海士岬沖断層帯延長付近（N-8W測線：測点19：35～19：55付近，N-7W測線：測点4：50～5：20付近，N-6W測線：測点3：00～3：25付近，N-5W測線：測点9：00～9：30付近）のいずれの地層にも，
羽咋沖東撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。
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N-8W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである
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【羽咋沖東撓曲周辺の深部記録（エアガン） ２／２】

第1193回審査会合 資料2-1
P.426 再掲
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N-6W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである

N-5W測線（地質調査所エアガン）

←SW NE→

約5km

羽咋沖東撓曲羽咋沖西撓曲

D2

D1

Q

C

D2D1

Q

C

0m

500m

1000m
3:00
6/4

3:302:30

←SW NE
→

羽咋沖東撓曲

D2

Q

C

D2

D1

約5km

0m

500m

1000m
9:00
6/3

9:308:30

羽
咋
沖
西
撓
曲

兜
岩
沖
断
層

位置図

羽
咋
沖
東
撓
曲

志賀原子力発電所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果
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【海士岬沖断層帯，羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） １／２】
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○No.104-1測線はD層の隆起や断層，撓曲が複数認められる一方で，No.104-2測線は第四系が厚く分布し断層や撓曲を示唆するような構造は認められない（下図，次
頁）。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果
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【海士岬沖断層帯，羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） ２／２】

495

No.104-2測線（北陸電力スパーカー）

100m

200m

150m

300m

250m

400m

450m

80m

480m

350m

←N S→

約1km

C1

B3

B1

B2

C2

D1

A

下段へ続く

2520 30 35 40 45 50 55 60

0m

100m

200m

150m

300m

50m

250m

400m

350m

←N S→

C1

B3

B1

B2

C2

D1

A

60

65 70 75 80 85 87約1km

第1193回審査会合 資料2-1
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

断層位置
推定区間

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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ブーゲー異常図（左図：測定点なし，右図：測定点あり） 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et
al. (2019)，澤田ほか（2021），海域は
産業技術総合研究所地質調査総合
センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

○海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○能登半島西方海域北部には西能登堆群（岡村，2007a）が分布し，比較的高重力域であるが，南部は羽咋沖盆地（岡村，2007a）が分布し，低重力域となっている。海士岬沖断層帯は北部の高
重力域内に分布しているが，羽咋沖東撓曲は羽咋沖盆地の低重力域内に分布し，断層周辺の重力異常の分布状況が異なる。

○一方，重力異常の等重力線に対して，羽咋沖東撓曲の走向はほぼ一致しているが，海士岬沖断層帯の走向はほぼ直交しており，同時活動の可能性について明確に判断できない。

●：測定点

志賀原子力発電所

推定区間

断層位置

第1193回審査会合 資料2-1
P.431 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

3.2.7（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－

傾斜方向

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

羽咋沖東撓曲

海士岬沖断層帯

羽咋沖盆地

西能登堆群



497B1層基底の変位量分布図

変
位
量
（
m
）

海士岬沖断層帯※1，2

中間部
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南部

羽咋沖東撓曲

○海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲が後期更新世以降に一連の構造として活動した傾向があるか確認するため，B1層基底の変位量分布を検討した。
○海士岬沖断層帯のB1層基底の変位量は，南部の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。中間部では変位が認められない。
○羽咋沖東撓曲のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。
○以上のことから，海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の境界部でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認めら
れない。
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凡例
●：海士岬沖断層帯
■：羽咋沖東撓曲

・同じ位置で複数の測線で断層が認められる場合は，
より解像度が高い測線もしくは走向に直交する測線
の変位量を算出した。

第1193回審査会合 資料2-1
P.432 一部修正

※1：海士岬沖断層帯の北部周辺にはB1層が分布しない
ことから，この区間の変位量は示していない。

※2：K18測線以南の区間については，海士岬沖断層帯と
して評価しているものの，緩やかな向斜構造と解釈し
ていることから，この区間の変位量は示していない。
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位置図

志賀原子力発電所

海士岬沖断層帯羽咋沖東撓曲

断層端点 断層位置
推定区間

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

3.2.7（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －B1層基底の変位量分布－

：傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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○能登半島北部周辺で過去に発生した地震活動について，文献調査の結果，海士岬沖断層帯は，令和6年能登半島地震で部分的に活動した可
能性があるが，2007年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認められない。一方，羽咋沖東撓曲の最新活動時期は不明で
ある（下図，次頁～P.501） 。

令和6年能登半島地震の知見の反映

地震調査委員会（2024a）の反映

2007年
能登半島地震
（M6.9）

1993年
能登半島沖の地震

（M6.6）

1729年
能登・佐渡の地震
（M6.6～7.0）

Hamada et al. （2016）に
基づく断層モデル 令和6年能登半島地震

（M7.6）

能登半島周辺の過去の地震

佐藤ほか（2007a)
に基づく震源断層
の範囲

・佐藤ほか（2007a）は，2007年能登半島地震
は笹波沖断層帯（東部）に対応する断層に
よるものとしている。

・Hamada et al.（2016）は，下記のデータに基づき，
1729年能登・佐渡の地震は輪島沖セグメントに
よるものとしている。
・離水した潮間帯生物遺骸化石の年代に基づく沿
岸隆起の時期は，西暦1600～1800年である。
・この沿岸隆起を再現する輪島沖セグメントの断
層モデルの規模と変位量から，気象庁マグニ
チュード M6.9の地震規模が想定される。

・1993年能登半島沖の地震と珠洲沖セグメン
ト，禄剛セグメントとの関連性については判
断できない。

・令和6年能登半島地震では，門前断層帯門前沖
区間の東部（笹波沖断層帯（東部）に対応）～能
登半島北岸断層帯（猿山沖セグメント，輪島沖セ
グメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに
対応）～富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）
の南西部にまたがる範囲で発生した（地震調査
委員会（2024b，c））。

地震調査委員会（2024a）の海域活断層

当社が評価した断層位置
推定区間

地震調査委員会（2024c）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

2024年
石川県西方沖
の地震（M6.6）

地震調査委員会（2024e）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

・地震調査委員会（2024e）は，2024年11月26
日の地震の地震活動域の周辺には，羽咋
沖西断層などが存在するとしている。

羽
咋
沖
東
撓
曲

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

3.2.7（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －地震活動－

志賀原子力発電所



○笹波沖断層帯（東部）を震源断層とする2007年能登半島地震の地震活動が海士岬沖断層帯，羽咋沖東撓曲に拡大しているか，地震発生から
約2ヵ月間の余震分布（Yamada et al.（2008））を用いて確認を行った。

○その結果，海士岬沖断層帯の深部には，地震の発生が一部認められるが，一様な南傾斜の配列は認められない。
○また，羽咋沖東撓曲付近には，地震活動は認められない。

499

海士岬沖断層帯

余震分布図
（Yamada et al.（2008）に一部加筆）

推定区間

断層位置

【2007年能登半島地震（地震活動）】

羽
咋
沖
東
撓
曲

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

傾斜方向
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令和6年能登半島地震の知見の反映

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

○産業技術総合研究所（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけ
て取得した同等のデータを比較し，海士岬沖東断層（海士岬沖断層帯に対応）での隆起を確認している。

○地震調査委員会（2024d）は，これらの隆起が令和6年能登半島地震に伴う変動を示している可能性が高いとしている。
○一方，羽咋沖東撓曲は，令和6年能登半島地震での活動について報告はなく，最新活動時期は不明である。

音波探査データ・海底地形調査データの比較結果
（産業技術総合研究所（2024b）に一部加筆）

【令和6年能登半島地震（海上音波探査）】
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令和6年能登半島地震の知見の反映

震央分布図
（波形相関DD法により再決定した震源データ：2024年1月1日～1月10日、深さ0～40km、M≧2.0）

（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に一部加筆）

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層
星形：M5.0以上の震源

【令和6年能登半島地震（地震活動）】

○令和6年能登半島地震の地震活動が海士岬沖断層帯，羽咋沖東撓曲に拡大しているか確認を行った。
○地震調査委員会（2024c）は，気象庁が作成した2024年1月1日～1月10日までの波形相関DD法により再決定した震源データを掲載している（下
図）。

○これによれば，令和6年能登半島地震の地震活動は，海士岬沖断層帯に沿って地震活動は認められるが，羽咋沖東撓曲付近に地震活動は認
められない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

志賀原子力発電所



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

3.2.7（3） 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果の妥当性確認

検討項目

検討結果

羽咋沖東撓曲 断層間の状況 海士岬沖断層帯 断層間の状況 笹波沖断層帯（東部） 断層間の状況
能登半島北部沿岸域断層帯

断層間の状況 NT2・NT3
猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

禄剛
セグメント

地

形

及

び

地

質

構

造

文
献
調
査

産総研
岡村（2002）
岡村（2007a）
岡村（2007b）
井上・岡村（2010）

（P.48，94，162）

・かつてのハーフグラーベンが隆
起した盆地反転構造（岡村，
2007a）。

・断層面の傾斜が逆であるこ
とから，連続した構造ではな
いと判断している（岡村，
2007a）。

・完新統に変形を与える活断層
（井上・岡村，2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿っ
て発達する南東傾斜の逆断層
からなり，中新世の逆断層が再
活動することによって形成され
た可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿っ
て発達する南東傾斜の逆断層
からなり，中新世の逆断層が再
活動することによって形成され
た可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・能登半島北方沖の断層・背斜
構造の大部分は，後期中新世
に成長したと考えられるが，一
部の断層・褶曲構造はその後
も活動している（岡村，2002）。

国交省ほか（2014）
（P.476）

・両断層をグルーピングして
いない。

・海底断層トレースを図示してい
る。

・両断層をグルーピングして
いない。

・海底断層トレースを図示してい
る。

・両断層をグルーピングして
いない。

・両断層をグルーピングして
いない。

文科省ほか
（2015，2016）

（P.476）

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

地震調査委員会
（2024a,c）（P.477）

・1つの断層帯として評価して
いない。

・1つの断層帯として評価して
いない。

・1つの断層帯として評価していない。 ・1つの断層帯として評価していない。

地
球
物
理
学
的
調
査

海
上
音
波
探
査
（
Ｐ.

４
８
２
）

走向 N-S ・走向差約35° NNE-SSW ・走向差約30° NNE-SSW～ENE-WSW
・走向差：約10°
（境界部）約60°※（斜めT字状）

ENE-WSW ・走向差約30° NE-SW

傾斜
西

（約60°）
・傾斜方向は異なる。

南東
（約60°）

・傾斜方向は同じ。
南東

（約60°）
・傾斜方向は同じ。
（境界部）傾斜方向は異なる。

南東
（約40～50°）

・傾斜方向は異なる。
北西

（約45～50°）

[

地
質
構
造
の
連
続
性]

断層

活動性・
分布

・撓曲からなり，B1層以下に変形
が認められる。
・羽咋沖盆地内に分布し，C層及
びB層が厚く堆積する。

・両断層の境界付近を境に南
北で地質構造，D層の分布状
況が大きく異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は一部並走区間を
伴って近接して分布し，断層
面は地下浅部で近づく関係
にあるものの，地下深部で離
れていく関係にある。
離隔距離：約0.5km

・断層及び撓曲からなり，北部及び
南部はA層以下に変位，変形が
認められるが，中間部はB1層以
上に変位，変形は認められない。
・断層は笹波沖隆起帯内に分布し，
撓曲は海士岬沖小隆起帯西縁
から笹波沖隆起帯西縁に沿って
分布する。

・両断層は同じ隆起帯（笹波沖
隆起帯）に分布する。
・両断層は一部並走区間を
伴って近接して分布し，深部
から分岐している可能性があ
る。

離隔距離：約2.5㎞

・断層からなり，A層以下に変位，
変形が認められる。
・笹波沖隆起帯の北縁に沿って
分布する。

・両断層は直線状に連続しな
いが，一部並走区間を伴って
近接して分布し，地下深部で
近づく関係にある。

離隔距離：約2km
（直線的な区間は約7.5kmの離隔で
ステップ）

・断層及び撓曲からなり，A層以
下に変位，変形が認められる。
・短い断層及び撓曲が雁行状に
分布し，南西端付近でNNE-
SSW方向に屈曲する。

・両断層は直線状に連続しな
いが，一部並走区間を伴っ
て，地下深部で近づく関係
にある。

離隔距離：約16km

・断層からなり，Q層以下に変位，
変形が認められる。
・大陸斜面基部に分布する。

上盤側の
背斜構造
（文献調査)

(P.481)

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（岡村，2007a）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・南部の上盤側に背斜構造を図
示している（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（尾崎ほか，2019）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（岡村，2002）。

重力探査
[重力異常分布]

（P.496）

・等重力線に沿って分布する。

・断層周辺の重力異常の分布
状況が異なる。
・境界部に重力異常との明確な
対応が認められず，両断層間
の構造の有無について判断で
きない。

・等重力線に直交し，重力異常との
対応は認められない。

・境界部に重力異常との明確な
対応が認められず，両断層間
の構造の有無について判断で
きない。

・等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重
力域が分布する。

・猿山沖セグメントの南方（上盤
側）の高重力域は笹波沖断層
帯（東部）の北方（下盤側）に
連続しており，両セグメント間
に連続する構造は認められな
い。

・等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重
力域が分布する。

・境界部に重力異常との明確
な対応が認められず，両断
層間の構造の有無について
判断できない。

・対応する重力異常急変部は認
められない。

断

層

の

活

動

履

歴

[

変
位
量
・地
震
活
動]

B1層基底の
変位量分布等

（P.497）

・中央付近が大きく，端部に向
かって小さくなる。

・両断層の変位量は端部に向
かって小さくなり，境界部で
変位は認められない。

・南部では中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。
・中間部では変位が認められない。
・北部の平均変位速度は，0.25～
1.17（m／千年）である。

・両断層の平均変位速度は，
ほぼ同程度の値を示す。

・中央付近が大きく，端部に向
かって小さくなる。
・笹波沖断層帯（東部）の平均変
位速度は，0.17～0.58（m／千
年）である。

・両断層の変位量は端部に向
かって小さくなり，境界部で
変位は認められない。

・セグメント毎に中央付近が大き
く，端部に向かって小さくなる。
・セグメントの境界は一部並走す
る。

不明
セグメント周辺にはB1層が区分
できる測線（スパーカー，ブー
マー等）がない。

過
去
の
地
震
と
の
対
応

2007年能登半島地
震（M6.9） （P.498）

・地震活動は，笹波沖断層帯
（東部）の南方に拡大してい
ない。

・地震活動は，笹波沖断層帯
（東部）の北東方に拡大して
いない。

令和6年能登半島地
震（M7.6） （P.498）

・地震活動は，海士岬沖断層
帯の南方に拡大していない。

石川県西方沖の地
震（M6.6） （P.498）

評価結果

・海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲について，両断層の連動を考慮した文献はない。
・また，当社の連動の検討の結果からも，地表トレースは近接して分布するものの，
両断層の境界付近を境に南北で地質構造，D層の分布状況及び重力異常分布が
大きく異なることや地下深部で断層面が離れていく関係にあるなど，同時活動しな
い可能性を示唆するデータが多数存在することから，総合的に評価し，連動を考
慮しない。

・海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（東部）について，両断層の連動
を考慮した文献はない。
・ただし，当社の同時活動の可能性の検討の結果，一部並走区間
を伴って近接して同じ隆起帯に分布し，深部から分岐している可
能性があるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが複数存
在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と能登半島
北部沿岸域断層帯について，令和6年能登半島地震の震源断
層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並
走区間を伴って近接して分布し，地下深部で近づく関係にある
など，同時活動する可能性を示唆するデータが複数存在するこ
とから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3について，
令和6年能登半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って，
地下深部で近づく関係にあるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが複
数存在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。
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○海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲については，連動の検討の結果，連動を考慮しないと評価した。
○海士岬沖断層帯については，隣接する断層との連動の検討の結果，海士岬－笹波（東部）－能登北岸—NT2・NT3断層帯の連動を考慮している。
○ここでは，羽咋沖東撓曲，海士岬沖断層帯，笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯及びNT2・NT3を対象に，連動評価に関連する下表の検討項目について，取得データ及びこれまでの評価内容を整理・比較した。
○その結果，海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲間については，その他の連動を考慮したケースと異なり，同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在することから，上記評価は妥当であることを確認した。

門前断層帯 能登半島北岸断層帯 富山トラフ西縁断層羽咋沖東断層

NT8

門前沖セグメント

NT6 NT5 NT4

・NT4-NT5-NT6の連動を考慮している。

NT3 NT2

・NT2-NT3の連動を考慮している。

F43 F42

KZ1

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

NT9

海士岬沖東断層

F46

地震調査委員会（2024a）の反映

令和6年能登半島地震の知見の反映

震源断層

震源断層（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）南方に地震が拡大

・令和6年能登半島地震の震源断層と評価している（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）。

第四紀ひずみ集中帯

※：地震調査委員会による起震断層の設定の事例（P.347）において，断層帯同士で（接合部付近の）走向が異なる場合は，別の
起震断層と評価していることを踏まえ，走向が異なる（図読45°以上）場合は，連動しない可能性を示唆するデータと判断した。

：データがない箇所
赤下線は地震調査委員会（2024a）を反映した箇所
青下線は令和6年能登半島地震の知見を反映した箇所

赤字：同時活動する可能性を示唆する
青字：同時活動しない可能性を示唆する

：文献で示されている範囲
（破線は文献から当社が解釈したもの）



503

【海士岬沖断層帯，羽咋沖東撓曲及び隣接する断層の連動の検討結果（位置図）】

位置図

志賀原子力発電所

能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部
沿岸域断層帯とNT2・NT3について，令和6
年能登半島地震の震源断層として，同時活
動したとしている。
・両断層は，直線状に連続しないが，ひずみ
集中帯内で一部並走区間を伴って，地下深
部で近づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

赤字：連動する可能性を示唆するデータ 青字：連動しない可能性を示唆するデータ

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.7 海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果

断層端点

推定区間

断層位置

笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断層帯
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と
能登半島北部沿岸域断層帯について，令和6年能登
半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・両断層は直線状に連続しないが，ひずみ集中帯内で
一部並走区間を伴って近接して分布し，地下深部で近
づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（東部）
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層は同じ隆起帯（笹波沖隆起帯）に分
布する。
・両断層は，ひずみ集中帯内で一部並走区
間を伴って近接して分布し，深部から分岐し
ている可能性がある。
・令和6年能登半島地震で両断層は部分的に
同時活動した可能性がある。

⇒両断層の連動を考慮する。

海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層の境界付近を境に南北で地質構造，
D層の分布状況及び重力異常分布が大きく
異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は，ひずみ集中帯内で一部並走区間
を伴って近接して分布するが，両断層の断
層面の傾斜方向が異なり，断層面は地下浅
部で近づく関係にあるものの，地下深部で
離れていく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮しない。 ：傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の
連動の検討結果

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

矢印 ・・・・ 検討対象として選定した断層の組合せ
青色：連動を考慮しない

連動の検討対象位置図

志賀原子力
発電所

羽
咋
沖
西
撓
曲
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（1） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果 地震調査委員会（2024a）の反映令和6年能登半島地震の知見の反映

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲について，海士岬沖断層帯は令和6年能登半島地震で部分的に活動し，羽咋沖西撓曲は石川県西方沖の
地震の震源断層の可能性があることも踏まえ，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞ 赤下線は地震調査委員会（2024a）の公表に伴い，変更した箇所

○連動の検討の結果，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲を別々の断層として設定することとする。

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査

①国交省ほか（2014），文科省ほか（2016）及び地震調査委員会（2024a）は，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動を考慮していない（P.507，508）。
②海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲は，岡村（2007b）が示す第四紀のひずみ集中帯内に分布する（P.48）。
③岡村（2007a）は産業技術総合研究所によって実施された反射法地震探査の反射断面の解釈から，海士岬沖断層帯に対応する構造は北西翼が狭く急傾斜
する非対称な断面構造を持つ南東傾斜の逆断層，羽咋沖西撓曲に対応する構造は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な背斜構造
で西傾斜の逆断層が伏在しているとしており，断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断している（P.509）。
④文科省ほか（2015）は，深部エアガン調査から，海士岬沖断層帯は東傾斜の断層，羽咋沖西撓曲は西傾斜の断層と判断している（P.510）。
⑤佐藤ほか（2007b）は，海士岬沖断層帯を横断する測線から，海士岬沖断層帯は南東傾斜の断層と判断している（P.511）。
⑥岡村（2007a），井上ほか（2010）に示された背斜構造を確認すると，両断層間に背斜構造は認められない（P.512）。

地球物理学的調査

海上音波探査

⑦海士岬沖断層帯はD層の隆起や主としてNE-SW～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる北部海域に分布し，羽咋沖西撓曲は第四系が厚く
分布する海盆でN-S方向の東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称褶曲の存在で特徴付けられる南部海域に分布しており，両断層の境
界付近を境に南北で地質構造が大きく異なる（P.515）。
⑧D層の分布状況を比較すると，両断層の境界付近を境に南北で断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる（P.516）。
⑨D層の分布状況は，海士岬沖断層帯は断層の東方の標高が高いが，羽咋沖西撓曲は断層の西方の標高が高く，断層上盤の隆起が反対側に分布する
（P.516）。
⑩海士岬沖断層帯はB1層以上に北西落ちの変位・変形，羽咋沖西撓曲はB1層以上に東落ちの変形が認められ，海士岬沖断層帯は南東傾斜の逆断層，羽
咋沖西撓曲は西傾斜の逆断層であると推定される（P.517～521）。
⑪海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲の地表トレースは，ほぼ一線に近接して分布する（P.522）。
⑫海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲間の音波探査記録（No.8測線）からは，断層等は認められず，両断層は連続しない（P.522）。
（参考）海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲周辺の音波探査記録を確認した結果，両断層がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められない（P.517～

521）。

重力異常分布

⑬海士岬沖断層帯は北部の高重力域内に分布しているが，羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地の低重力域内に分布し，断層周辺の重力異常の分布状況が異なる
（P.525）。
⑭重力異常の等重力線に対して，海士岬沖断層帯の走向はほぼ直交しており，羽咋沖西撓曲は走向に対応する重力異常急変部は認められないことから，
同時活動の可能性については明確に判断できない（P.525）。

断層の活動履歴

B1層基底の
変位量分布

⑮海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の境界部でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められない
（P.526）。

地震活動

⑯海士岬沖断層帯は，令和6年能登半島地震で部分的に活動した可能性があるが，2007年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認められ
ない。一方，羽咋沖西撓曲は， 2007年能登半島地震，令和6年能登半島地震での活動は認められず，2024年石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲との関
連性については明確に判断できないものの，羽咋沖西撓曲が震源断層の可能性がある（P.527）。しかしながら，2024年石川県西方沖の地震については，
2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的にも不連続があり，M7.6の地震により誘発されたと
する知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震源断層と2024年石川県西方沖の地震の震
源断層は同時活動していないと判断した（P.531）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲は，ひずみ集中帯内でほぼ一線に近接して分布する（②，⑩）ものの，同時活動を考慮した文献はなく（①），両
断層間に連続する背斜構造は認められない（⑥）。また，両断層の断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にあり（③，④，⑤，⑩），
上盤の隆起が反対側に分布し（⑨），境界付近を境に南北で地質構造，D層の分布状況及び重力異常分布が大きく異なる（⑦，⑧，⑬）。さらに，B1層基底の
変位量分布から，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められない（⑮）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲は，同時活動する可能性はないと判断し，連動を考慮しない。

連
動
の
検
討

青下線は令和6年能登半島地震の知見の反映に伴い，変更した箇所

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する
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【海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

赤矢印：海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の
連動の検討の流れ

位置図

志賀原子力発電所

断層端点 断層位置
推定区間

凡 例
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沖
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撓
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動に関する文献調査を行った。

NT7

NT10 NT8

NT9

KZ1

KZ2

連動する可能性が考えられる21断層（緑色）
文科省ほか（2016）を編集，一部加筆

NT6

志賀原子力発電所

志賀原子力発電所津波断層モデルの位置
(国交省ほか（2014）に一部加筆)

志賀原子
力発電所

羽咋沖西撓曲

海士岬沖断層帯

【文献調査結果（国交省ほか（2014），文科省ほか（2016））】

○国交省ほか（2014）は，海士岬沖断層帯に対応する海底断層トレースと羽咋沖西撓曲に対応する海底断層トレースをグルーピングしていない
（左上図）。

○文科省ほか（2016）は，海士岬沖断層帯に対応するNT9と羽咋沖西撓曲に対応するKZ2の連動を考慮していない（右下図）。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査－

志賀原子
力発電所
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○地震調査委員会（2024a）は，海士岬沖断層帯に対応する海士岬沖東断層と，羽咋沖西撓曲に対応する羽咋沖西断層を1つの断層帯として評
価していない（下図）。

地震調査委員会（2024a）を編集，一部加筆

志賀原子力
発電所

・海士岬沖断層帯
に対応する。

・羽咋沖西撓曲に
対応する。

【文献調査結果（地震調査委員会（2024a））】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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○岡村（2007a）は，産業技術総合研究所によって実施された反射法地震探査の反射断面の解釈から，海士岬沖断層帯に対応する構造は南東傾斜，羽咋沖西撓曲に対応する構造は西傾斜の逆
断層が伏在しているとしており，断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断したとしている。

能登半島西方海底地質図（岡村，2007a）に加筆

37°20'

37°00
'

136°20
'

136°4
0'

0 10km

志賀原子力発電所

5ｋｍ

羽 咋 沖 盆 地

30ｋｍ

羽咋沖西撓曲

Fig.17解釈断面図（岡村，2007a）に加筆

Fig.15解釈断面図（岡村，2007a）に加筆

Fig.15（地質調査所エアガン）

羽咋市の西方沖20-30kmに,ほぼ南北方向の背斜構造が２列形成されている。いずれも東翼が急傾斜で幅が狭く，
西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な背斜構造で，東翼の基部に逆断層が伏在していると推定される。（岡村，2007a）

羽咋沖の２つの背斜構造は北緯37°05‘付近で消滅し，その北側で北東—南西方向に延びる2-3列の背斜構造が現れる。
これらの背斜構造は北西翼が狭く急傾斜する非対称な断面構造を持ち，北西翼の基底に逆断層が伏在すると推定される。
羽咋沖の逆断層とは断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断した。（岡村，2007a）

海士岬沖断層帯Fig.17（地質調査所エアガン）

【岡村（2007a）】

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の断層面の傾斜方向，周辺の地質構造を確認するため，文献（岡村（2007a），文科省ほか（2015），佐藤ほか（2007b））に示された音波探査記録（エアガン）を確
認した（下図，次頁，次々頁）。

○その結果，海士岬沖断層帯は南東傾斜の逆断層，羽咋沖西撓曲は西傾斜の逆断層であると推定され，地下深部で断層面が離れていく関係にある。

（参考）岡村（2007a）の解釈断面図に，海士岬沖断層帯または羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は推定されていない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査，海上音波探査－
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○文科省ほか（2015）は，海士岬沖断層帯を横断する測線（LineC測線）から，海士岬沖断層帯に対応する構造を深度約1.5㎞まで確認しており，60°の東傾斜の断層としている。ま
た，羽咋沖西撓曲を横断する測線（I4測線）から，羽咋沖西撓曲に対応する構造を深度約7㎞まで確認しており，60°の西傾斜の断層としている。

【文科省ほか（2015）】

LineC測線（文科省ほか（2015）に一部加筆）

I4測線（文科省ほか（2015）に一部加筆）

羽咋沖東撓曲羽咋沖西撓曲

海士岬沖断層帯
笹波沖断層帯（西部）

（参考）文科省ほか（2015）の解釈断面図に，海士岬沖断層帯または羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は推定されていない。

位置図

右図記録範囲

LineC測線

I4測線

志賀原子力発電所

羽
咋
沖
西
撓
曲

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

傾斜方向
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○佐藤ほか（2007b）は，海士岬沖断層帯を横断する測線（Line73-5測線）から，海士岬沖断層帯に対応する構造を深度約2㎞まで確認しており，南東傾斜の逆断層と
している。

【佐藤ほか（2007b）】

海士岬沖断層帯笹波沖断層帯（西部）

Line73-5測線（佐藤ほか（2007b）を編集，一部加筆）

下段へ続く

（参考）海士岬沖断層帯の上盤側に，逆傾斜の断層が認められるが，佐藤ほか（2007b）によれば，リフト期の正断層と推定されている。

志賀原子力発電所

Line73-5測線

位置図

羽
咋
沖
西
撓
曲

右図記録範囲

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

傾斜方向
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○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲周辺の背斜構造の連続性を確認した。
○岡村（2007a），井上・岡村（2010）に示された背斜構造（下図中 ）を確認すると，両断層間に連続する背斜構造は認められない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査，海上音波探査－

井上ほか（2010）岡村（2007a）

位置図 (岡村（2007a），井上ほか（2010）※に一部加筆)

※：文献の凡例は補足資料1.1-1
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○音波探査記録の確認の結果から，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の特徴をもとに，地質構造について検討を行った。

海士岬沖断層帯

○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，第四系が厚く分布す
る海盆（羽咋沖盆地（岡村，2007a））でN-S方向の非対称褶曲の
存在で特徴付けられる南部海域に分布する（P.515） 。

○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，西傾斜の逆断層と推
定される。いずれもB1層以上に変形が認められる（P.519～521） 。

○羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地内に位置し，羽咋沖西撓曲周辺のD
層は深度-400～-800ｍ程度に分布しており，断層の西方の標高
が高い（P.516）。

羽咋沖西撓曲

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南
北で地質構造が大きく異なる。

○D層の分布状況を比較すると，両断層の境界付近を境
に南北で断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる。

○また， D層の分布状況は，海士岬沖断層帯は断層の東
方の標高が高いが，羽咋沖西撓曲は断層の西方の標高
が高く，両断層の隆起側が異なる。

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲は，断層面の傾斜方向
が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にある。

○海士岬沖断層帯は，D層（先第三紀～鮮新世）の隆起や主として
NE-SW～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる
北部海域に分布する（P.515）。

○海士岬沖断層帯はD層が急に落ち込む位置に西落ちの変形，隆
起帯内に西落ちの変位が認められ，南東傾斜の逆断層と推定さ
れる。中間部の記録ではB1層以上の変形は認められないものの，
北部，南部の記録ではB1層以上に変形が認められる（P.517，
518） 。

○海士岬沖断層帯は笹波沖隆起帯内と笹波沖隆起帯の西縁から
海士岬沖小隆起帯の西縁に沿って位置し，海士岬沖断層帯周辺
のD層は深度-100～-200ｍ程度に分布しており，断層の東方の
標高が高い（P.516）。

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の地表トレースは，ほ
ぼ一線に近接して分布する（離隔距離：約2km）。

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲間の音波探査記録
（No.8測線）からは，断層等は認められず，両断層は連
続しない（P.522）。

（両断層の間の状況）

海上音波探査からの検討結果

（参考）海士岬沖断層帯周辺に，海士岬沖断層帯がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められない
（P.517，518 ）。

（参考）羽咋沖西撓曲周辺に，羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められない
（P.519～521 ） 。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －海上音波探査－
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

両断層の地下深部形状

○海士岬沖断層帯は南東傾斜，羽咋沖東撓曲は西傾斜であり，断層面の傾斜方向が異なり，断層面は地下深部で離れていく関係にある。

右図断面位置

断層面の模式図

志賀原子力発電所

標高 (km) 標高 (km)

海士岬沖断層帯※羽咋沖西撓曲

←W E→
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-10
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-15

0 5km

0

-20 -20

羽
咋
沖
西
撓
曲

小断層群密集域

【地下深部形状】

小断層群密集域※2

※1：偽傾斜を考慮し図示。真の傾斜は約60°。
※2：小断層は，基盤上部の堆積層に引張応力が生じて

形成された小規模な正断層と考えられ，地下深部ま
で連続するものではないと判断している（P.321）。

60° 54°
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No. 8測線

海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲周辺の地質図及び地質断面図

断面図はH:V=1:10

地質断面図 凡例

地質図 凡例 No.6測線

海士岬沖断層帯No.104測線

No.9測線

羽咋沖西撓曲

No.11測線

羽咋沖西撓曲

No.7測線

海士岬沖断層帯

【海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲周辺の地質図及び地質断面図】

○以上のことから，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南北で地質構造が大きく異なる。

○海士岬沖断層帯は，D層（先第三紀～鮮新世）の隆起や主としてNE-SW～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる北部海域に分布する。
○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，第四系が厚く分布する海盆（羽咋沖盆地（岡村，2007a））でN-S方向の非対称褶曲の存在で特徴付けられる南部海域に
分布する。

小断層群密集域

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

断層位置
推定区間

No.8測線

離隔距離：約1.5㎞

北
部
海
域

南
部
海
域

傾斜方向
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○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の隆起帯の連続性を確認するために，海域のD層の分布状況を比較した。
○北部海域に分布する海士岬沖断層帯は笹波沖隆起帯の西縁から海士岬沖小隆起帯の西縁に沿って位置し，海士岬沖断層帯周辺のD層は深度-100～-200ｍ程度に分布して
おり，断層の東方の標高が高い。

○南部海域に分布する羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地内に位置し，羽咋沖西撓曲周辺のD層は深度-400～-800ｍ程度に分布しており，断層の西方の標高が高い。
○また，岡村（2007a）の音響基盤上面等深度線（右下図中茶線）からも，音響基盤上面は北部海域の深度が浅く，南部海域の深度が深い傾向にある。

○以上のことから，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南北で断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる。
○また，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲は，上盤の隆起が反対側に分布する。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

【D層の分布状況】
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・左図は，澤田ほか（2022）を基に，金沢大学・
当社が作成したものである。

・D2層の補間処理にあたっては，水深，Q層（A
層＋B層），C層，D1層，D2層の地層境界深度
データから，各層の厚さ分布を作成し，
GMT(The Generic Mapping Tools)のsurface
コマンド（Smith and Wessel，1990）を使用し，
隣接する測線の層厚情報を用いて計算を
行った。

・D層の上面深度0mの位置は，D層に対応する
陸域の地質境界線を0mとした。

能登半島西方海底地質図
（岡村（2007a）に一部加筆）
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【海士岬沖断層帯周辺の浅部記録（スパーカー）】
○海士岬沖断層帯の浅部の音波探査記録（スパーカー）からは，D層が急に落ち込む位置に西落ちの変形が認められ，中間部の記録（No.6測線）ではB1層以上の変形は認められ
ないものの，南部の記録（No.7測線）ではB1層以上に変形が認められる。本撓曲は相対的隆起側（東側）に背斜構造が認められ，東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）海士岬沖断層帯の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（No.6測線：測点50～55付近，No.7-2測線：測点5～17付近）のいずれの地層にも，海士岬沖断層帯がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，
変形は認められない。
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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【海士岬沖断層帯周辺の深部記録（エアガン）】
○海士岬沖断層帯の南部付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，D層が急に落ち込む位置のQ層に西落ちの変形が認められる。本撓曲は相対的隆起側（東側）に
背斜構造が認められ，南東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）海士岬沖断層帯の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（N-119測線：測点6/8 23：00～6/8 23：30付近，N-9W：測点6/5 7：50～8：15付近）のいずれの地層にも，海士岬沖断層帯がバックスラストとなるような逆傾斜の
断層等を示唆する変位，変形は認められない。

約5km

SE→←NW

D2

D1
C

Q

D2

海士岬沖断層帯

Q

0m

500m

1000m
23:30 23:00

6/8
00:00
6/9

N-119測線（地質調査所エアガン）

NE→←SW

D2

D1

D1

C

Q

D2

約5km

海士岬沖断層帯

C

0m

500m

1000m
08:0007:30

6/5

N-9W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合
研究所）の海上音波探査の記録を北陸電力
が独自に解析・作成したものである
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【羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー）】
○羽咋沖西撓曲付近の浅部の音波探査記録（スパーカー）からは，東落ちの変形が認められ，B1層以上に変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対
称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）羽咋沖西撓曲の上盤側（西側）の海士岬沖断層帯延長付近（No.9-1測線：測点16～22付近）のいずれの地層にも，羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。
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【羽咋沖西撓曲周辺の深部記録（エアガン） １／２】
○羽咋沖西撓曲付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，Q層に東落ちの変形が認められる（下図，次頁）。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な
褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）羽咋沖西撓曲の上盤側（西側）の海士岬沖断層帯延長付近（N-8W測線：測点20：30～20：00付近，N-7W測線：測点6：00～5：30付近，N-6W測線：測点2：30～3：00付近）のいずれの地層にも，羽咋沖西撓曲がバックスラストとな
るような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。

N-7W測線（地質調査所エアガン）

N-8W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである
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【羽咋沖西撓曲周辺の深部記録（エアガン） ２／２】

N-6W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである
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○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲間の地質構造の連続性を検討するため，両断層間の浅部の海上音波探査記録（スパーカー）を確認した。
○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の地表トレースは，ほぼ一線に近接して分布する（離隔距離：約2km）。
○海士岬沖断層帯～羽咋沖西撓曲間のNo.8測線に断層等は認められず，両断層は連続しない。

【海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲間の海上音波探査（No.8測線）】
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【海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） １／２】

No.104測線（北陸電力スパーカー）
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○No.104-1測線はD層の隆起や断層，撓曲が複数認められる一方で，No.104-2測線は第四系が厚く分布し断層や撓曲を示唆するような構造は認められない（下図，次
頁）。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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【海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） ２／２】

No.104-2測線（北陸電力スパーカー）
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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羽咋沖西撓曲

海士岬沖断層帯

ブーゲー異常図（左図：測定点なし，右図：測定点あり） 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et
al. (2019)，澤田ほか（2021），海域は
産業技術総合研究所地質調査総合
センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○能登半島西方海域北部には西能登堆群（岡村，2007a）が分布し，比較的高重力域であるが，南部は羽咋沖盆地（岡村，2007a）が分布し，低重力域となっている。海士岬沖断層帯は北部の高
重力域内に分布しているが，羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地の低重力域内に分布し，断層周辺の重力異常の分布状況が異なる。

○一方，重力異常の等重力線に対して，海士岬沖断層帯の走向はほぼ直交しており，羽咋沖西撓曲は走向に対応する重力異常急変部は認められないことから，同時活動の可能性については明
確に判断できない。

●：測定点

志賀原子力発電所

推定区間

断層位置

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－

傾斜方向

羽咋沖盆地

西能登堆群
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B1層基底の変位量分布図

変
位
量
（
m
）

海士岬沖断層帯※1，2

中間部南部

羽咋沖西撓曲

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲が後期更新世以降に一連の構造として活動した傾向があるか確認するため，B1層基底の変位量分布を検討した。
○海士岬沖断層帯のB1層基底の変位量は，南部の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。中間部では変位が認められない。
○羽咋沖西撓曲のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。
○以上のことから，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の境界部でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認めら
れない。

No.8 K18

No.7-1-3U

No.6.5-1-2U

No.6.5-1-2U

K17

No.105.5U

No.6
K16

No.5.5
L15

No.5 L11-1

凡例
●：海士岬沖断層帯
■：羽咋沖西撓曲

・同じ位置で複数の測線で断層が認められる場合は，
より解像度が高い測線もしくは走向に直交する測線
の変位量を算出した。

K18

No.7-1-3U

No.6.5-1-2U

No.6.5-1-2U

K17

No.105.5U

K16

No.5.5

L15

No.5

L11-1

No.6

K18

位置図

志賀原子力発電所

海士岬沖断層帯

羽咋沖西撓曲

断層端点 断層位置
推定区間

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 － B1層基底の変位量分布－

No.8

No.9No.10
No.10（800）No.11

No.12補No.4（800）

No.9

No.10
No.10（800）

No.11
No.12

補No.4（800） ※1：海士岬沖断層帯の北部周辺にはB1層が分布しない
ことから，この区間の変位量は示していない。

※2：K18測線以南の区間については，海士岬沖断層帯と
して評価しているものの，緩やかな向斜構造と解釈し
ていることから，この区間の変位量は示していない。
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○能登半島北部周辺で過去に発生した地震活動について，文献調査の結果，海士岬沖断層帯は，令和6年能登半島地震で部分的に活動した可
能性があるが，2007年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認められない。一方，羽咋沖西撓曲は， 2007年能登半島地震，
令和6年能登半島地震での活動は認められず，2024年石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲との関連性については明確に判断できないもの
の，羽咋沖西撓曲が震源断層の可能性がある（下図，次頁～P.531） 。

令和6年能登半島地震の知見の反映

地震調査委員会（2024a）の反映

2007年
能登半島地震
（M6.9）

1993年
能登半島沖の地震

（M6.6）

1729年
能登・佐渡の地震
（M6.6～7.0）

Hamada et al. （2016）に
基づく断層モデル 令和6年能登半島地震

（M7.6）

能登半島周辺の過去の地震

佐藤ほか（2007a）に
基づく震源断層

・佐藤ほか（2007a）は，2007年能登半島地震
は笹波沖断層帯（東部）に対応する断層の
最新活動によるものとしている。

・Hamada et al.（2016）は，下記のデータに基づき，
1729年能登・佐渡の地震は輪島沖セグメントの
最新活動によるものとしている。
・離水した潮間帯生物遺骸化石の年代に基づく沿
岸隆起の時期は，西暦1600～1800年である。
・この沿岸隆起を再現する輪島沖セグメントの断
層モデルの規模と変位量から，気象庁マグニ
チュード M6.9の地震規模が想定される。

・1993年能登半島沖の地震と珠洲沖セグメン
ト，禄剛セグメントとの関連性については判
断できない。

・令和6年能登半島地震では，門前断層帯門前沖
区間の東部（笹波沖断層帯（東部）に対応）～能
登半島北岸断層帯（猿山沖セグメント，輪島沖セ
グメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに
対応）～富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）
の南西部にまたがる範囲で発生した（地震調査
委員会（2024b，c））。

地震調査委員会（2024a）の海域活断層

当社が評価した断層位置
推定区間

地震調査委員会（2024c）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

地震調査委員会（2024e）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

・地震調査委員会（2024e）は，2024年11月26
日の地震の地震活動域の周辺には，羽咋
沖西断層などが存在するとしている。

羽
咋
沖
西
撓
曲

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（2） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －地震活動－
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※：2024年石川県西方沖の地震については，2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的にも不連続があり，
M7.6の地震により誘発されたとする知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震源断層と2024年石川県
西方沖の地震の震源断層は同時活動していないと判断した（P.531）。

2024年
石川県西方沖の
地震（M6.6）※



○笹波沖断層帯（東部）を震源断層とする2007年能登半島地震の地震活動が海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲に拡大しているか，地震発生から
約2ヵ月間の余震分布（Yamada et al.（2008））を用いて確認を行った。

○その結果，海士岬沖断層帯の深部には，地震の発生が一部認められるが，一様な南傾斜の配列は認められない。
○また，羽咋沖西撓曲付近には，地震活動の拡大は認められない。

余震分布図
（Yamada et al.（2008）に一部加筆）

推定区間

断層位置

【2007年能登半島地震（地震活動）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

羽
咋
沖
西
撓
曲

傾斜方向 528



令和6年能登半島地震の知見の反映

○産業技術総合研究所（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけ
て取得した同等のデータを比較し，海士岬沖東断層（海士岬沖断層帯に対応）での隆起を確認している。

○地震調査委員会（2024d）は，これらの隆起が令和6年能登半島地震に伴う変動を示している可能性が高いとしている。
○一方，羽咋沖西撓曲は，令和6年能登半島地震での活動について報告はなく，最新活動時期は不明である。

音波探査データ・海底地形調査データの比較結果
（産業技術総合研究所（2024b）に一部加筆）

【令和6年能登半島地震（海上音波探査）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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令和6年能登半島地震の知見の反映

震央分布図
（波形相関DD法により再決定した震源データ：2024年1月1日～1月10日、深さ0～40km、M≧2.0）

（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に一部加筆）

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層
星形：M5.0以上の震源

【令和6年能登半島地震（地震活動）】

○令和6年能登半島地震の地震活動が海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲に拡大しているか確認を行った。
○地震調査委員会（2024c）は，気象庁が作成した2024年1月1日～1月10日までの波形相関DD法により再決定した震源データを掲載している（下
図）。

○これによれば，令和6年能登半島地震の地震活動は，海士岬沖断層帯に沿って地震活動は認められるが，羽咋沖西撓曲付近に地震活動は認
められない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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令和6年能登半島地震の知見の反映

【2024年石川県西方沖の地震（地震活動）】

○羽咋沖西撓曲が2024年石川県西方沖の地震の震源断層の可能性があると判断した（P.185）ことから，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討にあたっ
ては，羽咋沖西撓曲を2024年石川県西方沖の地震の震源断層とみなし，当地震のデータを踏まえ，検討を行った。

○地震調査委員会（2024e）は，11月26日の地震について「令和6年能登半島地震」の地震活動として評価を行っており，これまでの「令和6年能登半島地震」の地震活
動の中で二番目に大きな規模の地震であるとし，地震調査委員会（2025）は， 2020年12月からの一連の地震活動として，2024年1月のM7.6の地震と2024年11月の
M6.6の地震を評価している。

○地震調査委員会（2024e）は，気象庁が作成した2024年1月1日～12月8日までの震央分布図も掲載しており（下図），これによれば，2024年石川県西方沖の地震の地
震活動（図中赤丸）は，羽咋沖西撓曲付近に認められるが，海士岬沖断層帯付近には認められず，北東方に拡大していない。

○また，2024年石川県西方沖の地震活動は，2024年1月1日のM7.6の地震活動とは走向が異なり連続せず，約11か月の時間差で発生している（下図）。
○地震調査委員会（2025）は，M7.6の地震活動により地震を促進させるような影響を受けた活断層があり（P.186），2024年石川県西方沖の地震は，M7.6の地震の震源
断層とは異なる断層が活動したものと考えられるとしている。

○以上のことから，2024年石川県西方沖の地震については，2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的
にも不連続があり，M7.6の地震により誘発されたとする知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震
源断層と2024年石川県西方沖の地震の震源断層は同時活動していないと判断した。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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水色：2024年1月1日～2024年8月31日の地震
青色：2024年9月1日～2024年11月25日の地震
赤色：2024年11月26日～2024年12月8日の地震

茶線：地震調査委員会（2024a）の活断層

震央分布図（2024年1月1日～2024年12月8日，深さ0～30㎞，M≧2.0）
（地震調査委員会（2024e）（気象庁作成）を編集）

羽咋沖西撓曲

志賀原子力発電所

海士岬沖断層帯



検討項目

検討結果

羽咋沖西撓曲 断層間の状況 海士岬沖断層帯 断層間の状況 笹波沖断層帯（東部） 断層間の状況
能登半島北部沿岸域断層帯

断層間の状況 NT2・NT3
猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

禄剛
セグメント

地

形

及

び

地

質

構

造

文
献
調
査

産総研
岡村（2002）
岡村（2007a）
岡村（2007b）
井上・岡村（2010）

（P.48，94，175）

・かつてのハーフグラーベンが隆
起した盆地反転構造（岡村，
2007a）。

・断層面の傾斜が逆であるこ
とから，連続した構造ではな
いと判断している（岡村，
2007a）。

・完新統に変形を与える活断層
（井上・岡村，2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って
発達する南東傾斜の逆断層から
なり，中新世の逆断層が再活動
することによって形成された可能
性が高い（井上・岡村，2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って
発達する南東傾斜の逆断層から
なり，中新世の逆断層が再活動
することによって形成された可能
性が高い（井上・岡村，2010）。

・両断層間の連動については，
言及していない。

・能登半島北方沖の断層・背斜
構造の大部分は，後期中新世
に成長したと考えられるが，一
部の断層・褶曲構造はその後
も活動している（岡村，2002）。

国交省ほか（2014）
（P.507）

・海底断層トレースを図示してい
る。

・両断層をグルーピングして
いない。

・海底断層トレースを図示してい
る。

・両断層をグルーピングして
いない。

・海底断層トレースを図示してい
る。

・両断層をグルーピングして
いない。

・両断層をグルーピングして
いない。

文科省ほか
（2015，2016）

（P.507）

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

・両断層の連動は考慮してい
ない。

地震調査委員会

（2024a,c）（P.508）

・1つの断層帯として評価して
いない。

・1つの断層帯として評価して
いない。

・1つの断層帯として評価していない。 ・1つの断層帯として評価していない。

地
球
物
理
学
的
調
査

海
上
音
波
探
査
（
Ｐ..

５
１
３
）

走向 N-S ・走向差約35° NNE-SSW ・走向差約30° NNE-SSW～ENE-WSW
・走向差：約10°
（境界部）約60°※1（斜めT字状）

ENE-WSW ・走向差約30° NE-SW

傾斜
西

（約60°）
・傾斜方向は異なる。

南東
（約60°）

・傾斜方向は同じ。
南東

（約60°）
・傾斜方向は同じ。
（境界部）傾斜方向は異なる。

南東
（約40～50°）

・傾斜方向は異なる。
北西

（約45～50°）

[

地
質
構
造
の
連
続
性]

断層

活動性・
分布

・撓曲からなり，B1層以下に変形
が認められる。
・羽咋沖盆地内に分布し，C層及
びB層が厚く堆積する。

・両断層の境界付近を境に南
北で地質構造，D層の分布状
況が大きく異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は，ほぼ一線に近接し
て分布するものの，直線状に
連続せず，断層面は地下深
部で離れていく関係にある。
離隔距離：約2km

・断層及び撓曲からなり，北部及び
南部はA層以下に変位，変形が
認められるが，中間部はB1層以
上に変位，変形は認められない。
・断層は笹波沖隆起帯内に分布し，
撓曲は海士岬沖小隆起帯西縁
から笹波沖隆起帯西縁に沿って
分布する。

・両断層は同じ隆起帯（笹波沖
隆起帯）に分布する。
・両断層は一部並走区間を
伴って近接して分布し，深部
から分岐している可能性があ
る。

離隔距離：約2.5㎞

・断層からなり，A層以下に変位，
変形が認められる。
・笹波沖隆起帯の北縁に沿って
分布する。

・両断層は直線状に連続しな
いが，一部並走区間を伴って
近接して分布し，地下深部で
近づく関係にある。

離隔距離：約2km
（直線的な区間は約7.5kmの離隔で
ステップ）

・断層及び撓曲からなり，A層以
下に変位，変形が認められる。
・短い断層及び撓曲が雁行状に
分布し，南西端付近でNNE-
SSW方向に屈曲する。

・両断層は直線状に連続しな
いが，一部並走区間を伴っ
て，地下深部で近づく関係
にある。

離隔距離：約16km

・断層からなり，Q層以下に変位，
変形が認められる。
・大陸斜面基部に分布する。

上盤側の
背斜構造
（文献調査)

(P.512)

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（岡村，2007a）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・南部の上盤側に背斜構造を図
示している（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（尾崎ほか，2019）。

・両断層間に連続する背斜構
造は認められない。

・断層の上盤側に背斜構造を図
示している（岡村，2002）。

重力探査
[重力異常分布]

（P.525）

・対応する重力異常急変部は認
められない。

・断層周辺の重力異常の分布
状況が異なる。
・境界部に重力異常との明確な
対応が認められず，両断層間
の構造の有無について判断で
きない。

・等重力線に直交し，重力異常との
対応は認められない。

・境界部に重力異常との明確な
対応が認められず，両断層間
の構造の有無について判断で
きない。

・等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重
力域が分布する。

・猿山沖セグメントの南方（上盤
側）の高重力域は笹波沖断層
帯（東部）の北方（下盤側）に
連続しており，両セグメント間
に連続する構造は認められな
い。

・等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重
力域が分布する。

・境界部に重力異常との明確
な対応が認められず，両断
層間の構造の有無について
判断できない。

・対応する重力異常急変部は認
められない。

断

層

の

活

動

履

歴

[

変
位
量
・地
震
活
動]

B1層基底の
変位量分布等

（P.526）

・中央付近が大きく，端部に向
かって小さくなる。

・両断層の変位量は端部に向
かって小さくなり，境界部で
変位は認められない。

・南部では中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。
・中間部では変位が認められない。
・北部の平均変位速度は，0.25～
1.17（m／千年）である。

・両断層の平均変位速度は，
ほぼ同程度の値を示す。

・中央付近が大きく，端部に向
かって小さくなる。
・笹波沖断層帯（東部）の平均変
位速度は，0.17～0.58（m／千
年）である。

・両セグメントの変位量は端
部に向かって小さくなり，境
界部で変位は認められない。

・セグメント毎に中央付近が大き
く，端部に向かって小さくなる。
・セグメントの境界は一部並走す
る。

不明
セグメント周辺にはB1層が区分
できる測線（スパーカー，ブー
マー等）がない。

過
去
の
地
震
と
の
対
応

2007年能登半島地震
（M6.9）（P.527）

・地震活動は，笹波沖断層帯
（東部）の南方に拡大してい
ない。

・地震活動は，笹波沖断層帯
（東部）の北東方に拡大して
いない。

令和6年能登半島地
震（M7.6）（P.527）

・地震活動は，海士岬沖断層
帯の南方に拡大していない。

石川県西方沖の地震
（M6.6）（P.527）

・地震活動は，羽咋沖西撓曲
の北東方に拡大していない。

評価結果

・海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲について，両断層の連動を考慮した文献はない。
・また，当社の連動の検討の結果からも，地表トレースはほぼ一線に近接して分布
するものの，両断層の境界付近を境に南北で地質構造，D層の分布状況及び重
力異常分布が大きく異なることや地下深部で断層面が離れていく関係にあるなど，
同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在することから，総合的に評価
し，連動を考慮しない。

・海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（東部）について，両断層の連動
を考慮した文献はない。
・ただし，当社の同時活動の可能性の検討の結果，一部並走区間
を伴って近接して同じ隆起帯に分布し，深部から分岐している可
能性があるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが複数存
在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と能登半島
北部沿岸域断層帯について，令和6年能登半島地震の震源断
層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並
走区間を伴って近接して分布し，地下深部で近づく関係にある
など，同時活動する可能性を示唆するデータが複数存在するこ
とから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3について，
令和6年能登半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って，
地下深部で近づく関係にあるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが複
数存在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。

○海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲については，連動の検討の結果，連動を考慮しないと評価した。
○海士岬沖断層帯については，隣接する断層との連動の検討の結果，海士岬－笹波（東部）－能登北岸—NT2・NT3断層帯の連動を考慮している。
○ここでは，羽咋沖西撓曲，海士岬沖断層帯，笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯及びNT2・NT3を対象に，連動評価に関連する下表の検討項目について，取得データ及びこれまでの評価内容を整理・比較した。
○その結果，海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲間については，その他の連動を考慮したケースと異なり，同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在することから，上記評価は妥当であることを確認した。

門前断層帯 能登半島北岸断層帯 富山トラフ西縁断層羽咋沖西断層

NT8

門前沖セグメント

NT6 NT5 NT4

・NT4-NT5-NT6の連動を考慮している。

NT3 NT2

・NT2-NT3の連動を考慮している。

F43 F42

KZ2

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

NT9

海士岬沖東断層

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.8（3） 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果の妥当性確認 地震調査委員会（2024a）の反映

令和6年能登半島地震の知見の反映

震源断層

震源断層（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）南方に地震が拡大

・令和6年能登半島地震の震源断層と評価している（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）。

震源断層の可能性がある。※2
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第四紀ひずみ集中帯

※1：地震調査委員会による起震断層の設定の事例（P.347）において，断層帯同士で（接合部付近の）走向が異なる場合は，別の起震
断層と評価していることを踏まえ，走向が異なる（図読45°以上）場合は，連動しない可能性を示唆するデータと判断した。

※2：2024年11月26日の石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲付近で発生したが，地震調査委員会（2024e）には震源断層に関する
記載がなく，羽咋沖西撓曲との関連性については明確に判断できない（P.185）。

：データがない箇所

赤下線は地震調査委員会（2024a）を反映した箇所
青下線は令和6年能登半島地震の知見を反映した箇所

赤字：同時活動する可能性を示唆する
青字：同時活動しない可能性を示唆する

：文献で示されている範囲
（破線は文献から当社が解釈したもの）



【海士岬沖断層帯，羽咋沖西撓曲及び隣接する断層の連動の検討結果（位置図）】

位置図

志賀原子力発電所

能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯
（東部）と能登半島北部沿岸域断層帯につ
いて，令和6年能登半島地震の震源断層と
して，同時活動したとしている。
・両断層は，直線状に連続しないが，ひずみ
集中帯内で一部並走区間を伴って，地下深
部で近づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

断層端点

推定区間

断層位置

笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断層帯
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と
能登半島北部沿岸域断層帯について，令和6年能登
半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・両断層は直線状に連続しないが，ひずみ集中帯内で
一部並走区間を伴って近接して分布し，地下深部で
近づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（東部）
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層は同じ隆起帯（笹波沖隆起帯）に分
布する。
・両断層は，ひずみ集中帯内で一部並走区
間を伴って近接して分布し，深部から分岐し
ている可能性がある。
・令和6年能登半島地震で両断層は部分的に
同時活動した可能性がある。

⇒両断層の連動を考慮する。

海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層の境界付近を境に南北で地質構造，
D層の分布状況及び重力異常分布が大きく
異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は，ひずみ集中帯内でほぼ一線に
近接して分布するものの，直線状に連続せ
ず，両断層の断層面の傾斜方向が異なり，
断層面は地下深部で離れていく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮しない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.8 海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

青字：同時活動しない可能性を示唆する
赤字：同時活動する可能性を示唆する

：傾斜方向 533

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の
連動の検討結果

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

矢印 ・・・・ 検討対象として選定した断層の組合せ
青色：連動を考慮しない

連動の検討対象位置図

志賀原子力
発電所

羽
咋
沖
西
撓
曲
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検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査

①国交省ほか（2014），文科省ほか（2016）及び地震調査委員会（2024a）は，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の同時活動を考慮していない（P.537，
538）。
②笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲は，岡村（2007b）が示す第四紀のひずみ集中帯内に分布する（P.48）。
③岡村（2007a）は産業技術総合研究所によって実施された反射法地震探査の反射断面の解釈から，笹波沖断層帯（西部）に対応する構造は南東傾斜，羽
咋沖西撓曲に対応する構造は西傾斜としており，断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断している（P.539）。
④文科省ほか（2015）は，深部エアガン調査から，笹波沖断層帯（西部）は南東傾斜の断層，羽咋沖西撓曲は西傾斜の断層と判断しており，断層面の傾斜
は逆である（P.540）。
⑤岡村（2007a），井上ほか（2010）に示された背斜構造を確認すると，両断層間に連続する背斜構造は認められない（P.541）。

地球物理学的調査

海上音波探査

⑥笹波沖断層帯（西部）はD層の隆起や主としてNE-SW～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる海域に分布し，羽咋沖西撓曲は第四系が厚
く分布する海盆でN-S方向の東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称褶曲の存在で特徴付けられる海域に分布しており，両断層の境
界付近を境に南北で地質構造が大きく異なる（P.543）。
⑦D層の分布状況を比較すると，両断層の境界付近を境に南北で断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる（P.544）。
⑧D層の分布状況は，笹波沖断層帯（西部）は断層の東方の標高が高いが，羽咋沖西撓曲は断層の西方の標高が高く，断層上盤の隆起が反対側に分布
する（P.544）。
⑨笹波沖断層帯（西部）はB1層以上に北西落ちの変位，変形，羽咋沖西撓曲はB1層以上に東落ちの変形が認められ，笹波沖断層帯（西部）は南東傾斜の
逆断層，羽咋沖西撓曲は西傾斜の逆断層であると推定される（P.546～553）。
⇒両断層は，変位の向きが異なり，断層面は地下浅部で部分的に近づく関係にあるものの，地下深部で離れていく関係にある。
⑩笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する（P.545）。
⑪笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲間の音波探査記録（No.8測線，No.9測線）からは，断層等を示唆するような変位，変形は認められず，両断層は連続
しない（P.556）。また，断層の延長部にも対応する構造は認められない（P.546，547，549，550，552）。
（参考）笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲周辺の音波探査記録を確認した結果，両断層がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められない
（P.546～553）。

重力異常分布 ⑫笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲はいずれも走向に対応する重力異常急変部が認められず，連動の可能性については明確に判断できない（P.557）。

断層の活動履歴

B1層基底の
変位量分布

⑬笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の境界部でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められ
ない（P.558）。

地震活動

⑭笹波沖断層帯（西部）は，2007年能登半島地震で地震活動が認められるが，令和6年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認められな
い。一方，羽咋沖西撓曲は， 2007年能登半島地震，令和6年能登半島地震での活動は認められず，2024年石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲との関
連性については明確に判断できないものの，羽咋沖西撓曲が震源断層の可能性がある（P.559）。しかしながら，2024年石川県西方沖の地震については，
2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的にも不連続があり，M7.6の地震により誘発された
とする知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震源断層と2024年石川県西方沖の地震の
震源断層は同時活動していないと判断した（P.563）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲は，ひずみ集中帯内で一部並走区間を伴って近接して分布する（②，⑨）ものの，同時活動を考慮した
文献はなく（①），両断層間に連続する背斜構造は認められない（⑤）。また，両断層の断層面の傾斜方向が異なり，地下浅部では断層面が近づく関係に
あるものの，地下深部で断層面が離れていく関係にある（③，④，⑨）。さらに，上盤の隆起が反対側に分布し（⑧），境界付近を境に南北で地質構造及びD
層の分布状況が大きく異なる（⑥，⑦）。海上音波探査の結果からは両断層間に連続する構造は推定されず（⑪），B1層基底の変位量分布からも，両断層
が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認められない（⑬）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲は，同時活動する可能性はないと判断し，連動を考慮しない。
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○検討対象とする断層の組合せとして抽出した笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲について， 笹波沖断層帯（東部）は令和6年能登半島地震の震源断層，羽咋沖西撓曲は石川県西方
沖の地震の震源断層の可能性があることも踏まえ，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。 検討にあたっては，近接して分布する笹波沖断層帯
（西部）と羽咋沖西撓曲を検討対象とした。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法 ○連動の検討の結果，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲を別々の断層として設定することとする。

紫下線：第1193回審査会合以降に変更した箇所 赤下線は地震調査委員会（2024a）の公表に伴い，変更した箇所

地震調査委員会（2024a）の反映

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（1） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果 令和6年能登半島地震の知見の反映

青下線は令和6年能登半島地震の知見の反映に伴い，変更した箇所 青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する



【笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】
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赤矢印：笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の
連動の検討の流れ

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

傾斜方向
枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査－
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○国交省ほか（2014）は，笹波沖断層帯（全長）に対応する海底断層トレースと羽咋沖西撓曲に対応する海底断層トレースをグルーピングしていな
い（左上図）。

○文科省ほか（2016）は，笹波沖断層帯（全長）に対応するNT8，NT10と羽咋沖西撓曲に対応するKZ2の連動を考慮していない（右下図）。

NT7

NT10 NT8

NT9

KZ1

KZ2

連動する可能性が考えられる21断層（緑色）
文科省ほか（2016）を編集，一部加筆

NT6

志賀原子力発電所

志賀原子力発電所津波断層モデルの位置
(国交省ほか（2014）に一部加筆)

志賀原子
力発電所

羽咋沖西撓曲

笹波沖断層帯（全長）

志賀原子力発電所
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○笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動に関する文献調査を行った。

【文献調査結果（国交省ほか（2014），文科省ほか（2016））】
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○地震調査委員会（2024a）は，笹波沖断層帯（全長）に対応する門前断層帯と，羽咋沖西撓曲に対応する羽咋沖西断層を1つの断層帯として評
価していない（下図）。

地震調査委員会（2024a）を編集，一部加筆

志賀原子力
発電所

・笹波沖断層帯（全
長）に対応する。

・羽咋沖西撓曲に
対応する。

【文献調査結果（地震調査委員会（2024a））】

地震調査委員会（2024a）の反映

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査，海上音波探査－
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○岡村（2007a）は，産業技術総合研究所によって実施された反射法地震探査の反射断面の解釈から，笹波沖断層帯（西部）に対応する構造は南東傾斜，羽咋沖西撓曲に対応する構造は西傾斜
としており，断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断したとしている。
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【岡村（2007a）】

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の断層面の傾斜方向，周辺の地質構造を確認するため，文献（岡村（2007a），文科省ほか（2015））に示された音波探査記録（エアガン）を確認した（下図，
次頁）。

○その結果，笹波沖断層帯（西部）は南東傾斜の逆断層，羽咋沖西撓曲は西傾斜の逆断層であると推定され，地下深部で断層面が離れていく関係にある。

能登半島西方海底地質図（岡村，2007a）に加筆

Fig.17解釈断面図（岡村，2007a）に加筆

Fig.15解釈断面図（岡村，2007a）に加筆

Fig.15（地質調査所エアガン）

羽咋市の西方沖20-30kmに,ほぼ南北方向の背斜構造が２列形成されている。いずれも東翼が急傾斜で幅が狭く，
西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な背斜構造で，東翼の基部に逆断層が伏在していると推定される。（岡村，2007a）

羽咋沖の２つの背斜構造は北緯37°05‘付近で消滅し，その北側で北東—南西方向に延びる2-3列の背斜構造が現れる。
これらの背斜構造は北西翼が狭く急傾斜する非対称な断面構造を持ち，北西翼の基底に逆断層が伏在すると推定される。
羽咋沖の逆断層とは断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造ではないと判断した。（岡村，2007a）

Fig.17（地質調査所エアガン）

笹波沖断層帯（西部）

羽咋沖西撓曲

（参考）岡村（2007a）の解釈断面図に，羽咋沖西撓曲または笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は推定されていない。

右図記録範囲
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【文科省ほか（2015）】
○文科省ほか（2015）は，笹波沖断層帯（西部）を横断する測線（LineC測線，LineD測線）から，笹波沖断層帯（西部）に対応する構造を深度約1.5㎞まで確認しており，60°の南東傾斜の断層とし
ている。また，羽咋沖西撓曲を横断する測線（I4測線）から，羽咋沖西撓曲に対応する構造を深度約6㎞まで確認しており，60°の西傾斜の断層としている。

（参考）文科省ほか（2015）の解釈断面図に，羽咋沖西撓曲または笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は推定されていない。
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羽咋沖東撓曲羽咋沖西撓曲
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LineC測線（文科省ほか（2015）に一部加筆）

LineD測線（文科省ほか（2015）に一部加筆）

I4測線（文科省ほか（2015）に一部加筆）

笹波沖断層帯（東部）
の分岐断層

笹波沖断層帯（西部）

笹波沖断層帯（西部）

位置図

志賀原子力発電所

LineC測線

I4測線

LineD測線

右図記録範囲

文科省ほか（2015）による震源断層モデルの上端位置

推定区間

断層位置

羽
咋
沖
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲周辺の背斜構造の連続性を確認した。
○岡村（2007a），井上ほか（2010）に示された背斜構造（下図中 ）を確認すると，両断層間に連続する背斜構造は認められない。
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －文献調査，海上音波探査－

井上ほか（2010）岡村（2007a）

位置図 (岡村（2007a），井上ほか（2010）※に一部加筆)

※：文献の凡例は補足資料1.1-1

傾斜方向



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －海上音波探査－

海上音波探査からの検討結果

○音波探査記録の確認の結果から，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の特徴をもとに，地質構造について検討を行った。

笹波沖断層帯（西部）

○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，第四系が厚く分布する海盆
（羽咋沖盆地（岡村，2007a））でN-S方向の非対称褶曲の存在で特徴付け
られる南部海域に分布する（次頁） 。

○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，西傾斜の逆断層と推定される。
いずれもB1層以上に変形が認められる（P.550～553） 。

○羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地内に位置し，羽咋沖西撓曲周辺のD層は深度
-400～-800ｍ程度に分布しており，断層の西方の標高が高い（P.544）。

羽咋沖西撓曲

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南北で
地質構造が大きく異なる。

○D層の分布状況を比較すると，両断層の境界付近を境に南北で
断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる。

○また， D層の分布状況は，笹波沖断層帯（西部）は断層の東方
の標高が高いが，羽咋沖西撓曲は断層の西方の標高が高く，
両断層の隆起側が異なる。

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲は，変位の向きが異なり，
断層面は地下浅部で部分的に近づく関係にあるものの，地下深
部で離れていく関係にある（P.545）。

○笹波沖断層帯（西部）はD層（先第三紀～鮮新世）の隆起や主としてNE-SW
～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる北部海域に分布
する（次頁）。

○笹波沖断層帯（西部）は西落ちの変形が認められ，東傾斜の逆断層と推定
される。いずれもB1層以上に変形が認められる（P.546，547） 。

○笹波沖断層帯（西部）は笹波沖小隆起帯の北縁から北西縁に位置し，北
縁から北西縁へ走向が変わるとともに断層及び撓曲が分岐，屈曲している。
断層周辺のD層は深度-200～-300m程度に分布しており，断層の東方の
標高が高い（P.544） 。

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の地表トレースは，一部
並走区間を伴って近接して分布する（離隔距離：約6km）。

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲間の音波探査記録（No.8
測線，No.9測線）からは，断層等は認められず，両断層は連続
しない（P.556）。
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（両断層の間の状況）

（参考）笹波沖断層帯（西部）周辺に，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は
認められない（P.546，547）。

（参考）羽咋沖西撓曲周辺に，羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められない
（P.550～553） 。

第1193回審査会合 資料2-1
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紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所



笹波沖断層帯(西部)
No.8測線
（P.547）

【笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲周辺の地質図及び地質断面図】

○笹波沖断層帯（西部）は，D層（先第三紀～鮮新世）の隆起や主としてNE-SW～NNE-SSW方向の断層・撓曲の存在で特徴付けられる北部海域に分布する。
○羽咋沖西撓曲は東落ちの変形が認められ，第四系が厚く分布する海盆（羽咋沖盆地（岡村，2007a））でN-S方向の非対称褶曲の存在で特徴付けられる南部海域に
分布する。

○以上のことから，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南北で地質構造が大きく異なる。

第1193回審査会合 資料2-1
P.453 一部修正

543

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲周辺の地質図及び地質断面図

断面図はH:V=1:10
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紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の隆起帯の連続性を確認するために，海域のD層の分布状況を比較した。
○北部海域に分布する笹波沖断層帯（西部）は笹波沖小隆起帯の北縁から北西縁に沿って位置し，笹波沖断層帯（西部）周辺のD層は深度-200～-300ｍ程度に分布しており，断
層の東方の標高が高い。

○南部海域に分布する羽咋沖西撓曲は羽咋沖盆地内に位置し，羽咋沖西撓曲周辺のD層は深度-400～-800ｍ程度に分布しており，断層の西方の標高が高い。
○また，岡村（2007a）の音響基盤上面等深度線（右下図中茶線）からも，音響基盤上面は北部海域の深度が浅く，南部海域の深度が深い傾向にある。

D層等深線図
（音波探査測線等を加筆）

羽
咋
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東
撓
曲

兜
岩
沖
断
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○以上のことから，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の境界付近を境に南北で断層周辺のD層の分布深度が大きく異なる。
○また，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲は，上盤の隆起が反対側に分布する。
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第1193回審査会合 資料2-1
P.461 一部修正

【D層の分布状況】 紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所
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志賀原子力発電所

深度

(m)
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断層位置
推定区間

・左図は，澤田ほか（2022）を基に，金沢大学・
当社が作成したものである。

・D2層の補間処理にあたっては，水深，Q層（A
層＋B層），C層，D1層，D2層の地層境界深度
データから，各層の厚さ分布を作成し，
GMT(The Generic Mapping Tools)のsurface
コマンド（Smith and Wessel，1990）を使用し，
隣接する測線の層厚情報を用いて計算を
行った。

・D層の上面深度0mの位置は，D層に対応する
陸域の地質境界線を0mとした。

能登半島西方海底地質図
（岡村（2007a）に一部加筆）
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両断層の地下深部形状

※1：偽傾斜を考慮し図示。真の傾斜はいずれも約60°。
※2：小断層は，基盤上部の堆積層に引張応力が生じて

形成された小規模な正断層と考えられ，地下深部ま
で連続するものではないと判断している（P.321）。

【地下深部形状】

○笹波沖断層帯（全長）は南東傾斜，羽咋沖西撓曲は西傾斜であり，両断層の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する。
○両断層は，変位の向きが異なり，断層面は地下浅部で部分的に近づく関係にあるものの，地下深部で離れていく関係にある。
○地震調査委員会（2007b）は，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲と同様な位置関係にある山形盆地断層帯と新庄盆地断層帯を，別の起震断層として設定している
こと（P.351）を踏まえ，同時活動しない可能性を示唆するデータであると判断した。
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断層面の模式図

志賀原子力発電所

標高 (km) 標高 (km)
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

小断層群密集域

小断層群密集域※2
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58°58°

・山形盆地断層帯は西傾斜，新庄盆地断層
帯は東傾斜の断層であり，両断層の地表ト
レースは，一部並走区間を伴って近接して
分布する。
・地震調査委員会（2007b）は，変位の向きが
異なることから，両断層を別の起震断層と
して設定している（補足資料3.1.-1（1）P.3.1-
1-6） 。

山形盆地断層帯と新庄盆地断層帯の例
（地震調査委員会（2007b）に一部加筆）

山形盆地断層帯

傾斜方向



【笹波沖断層帯（西部）周辺の浅部記録（スパーカー）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.454 一部修正

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

○笹波沖断層帯（西部）の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.6測線及びNo.7測線において，いずれもB1層以上に西落ちの変形が認められる。本撓曲は西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称
な褶曲であり，東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇また，羽咋沖西撓曲の延長部であるNo.7測線の測点15.5付近に，羽咋沖西撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲は認められない。

（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（No.6測線：測点30～45付近，No.7測線：測点3～24付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する
変位，変形は認められない。
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No.6測線（北陸電力スパーカー）

No.7測線（北陸電力スパーカー）

右図記録範囲
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枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部）周辺の浅部記録（スパーカー）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

○笹波沖断層帯（西部）の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.8測線において，測点52.5付近にB1層以上に西落ちの変形が認められる。本撓曲は西翼が急傾斜，東翼が緩
傾斜の非対称な褶曲であり，東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇また，羽咋沖西撓曲の延長部であるNo.8測線の測点39.5付近に，羽咋沖西撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲は認められ
ない。
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右図記録範囲
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変形構造
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（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（No.8測線：測点35～51付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部）周辺の深部記録（エアガン）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.455 一部修正

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

○笹波沖断層帯（西部）付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-119測線においてQ層以上に西落ちの変位，変形が認められる。
○N-10W測線において認められる撓曲は西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称な褶曲であり，南東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（N-119測線：測点23：30～0：00付近，N-10W：測点21：15～21：40付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層
等を示唆する変位，変形は認められない。
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N-119測線
（地質調査所エアガン）

N-10W測線
（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研
究所）の海上音波探査の記録を北陸電力が
独自に解析・作成したものである
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枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部）周辺の深部記録（エアガン）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

○笹波沖断層帯（西部）付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-9W測線の7：09付近にNo.8測線で確認された変形構造と連続する可能性のある西落ちの構造が認められる。
○また，羽咋沖西撓曲の延長部である7：28付近に，羽咋沖西撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲は認められない。

（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖西撓曲延長付近（N-9W測線：測点7：15～7：50付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められ
ない。
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延長部

・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.456 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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笹波沖断層帯（西部）
延長部

○羽咋沖西撓曲付近の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.9測線及びNo10測線において，いずれもB1層以上に東落ちの変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜
で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇また，笹波沖断層帯(西部)の延長部であるNo.9測線の測点8.5付近及びNo10測線の測点9.5付近に，笹波沖断層帯（西部）を示唆するような西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称な褶曲は認
められない。

（参考）羽咋沖西撓曲の上盤側（西側）の笹波沖断層帯（西部）延長付近（No.9-1測線：測点2～20付近，No.10測線：測点1～21付近）のいずれの地層にも，羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，
変形は認められない。
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紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

右図記録範囲

凡 例

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー）】

第1193回審査会合 資料2-1
P.456 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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○羽咋沖西撓曲付近の浅部の音波探査記録（スパーカー）No.11測線及びNo12測線において，いずれもB1層以上に東落ちの変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾
斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）羽咋沖西撓曲の上盤側（西側）の笹波沖断層帯（西部）延長付近（No.11測線：測点18～40付近，No.12測線：測点5～24付近）のいずれの地層にも，羽咋沖西撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，
変形は認められない。

No.11測線（北陸電力スパーカー）
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右図記録範囲
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枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖西撓曲周辺の深部記録（エアガン） １／２】

第1193回審査会合 資料2-1
P.457 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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○羽咋沖西撓曲付近の深部の音波探査記録（エアガン）を確認した結果，N-8W測線，N-7W測線及びN-6W測線においてQ層に東落ちの変形が認められる（下図，次頁）。本撓曲は東翼が急傾斜
で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇また，笹波沖断層帯(西部)の延長部であるN-8W測線の20：20付近に，笹波沖断層帯（西部）を示唆するような西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称な褶曲は認められない。

（参考）羽咋沖西撓曲の上盤側（西側）の笹波沖断層帯（西部）延長付近（N-8W測線：測点19：55～20：30付近，N-7W測線：測点5：20～6：00付近，N-6W測線：測点2：30～2：50付近）のいずれの地層にも，羽咋沖西撓曲がバックスラスト
となるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。

位置図
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N-7W測線
（地質調査所エアガン）

N-8W測線
（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである
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紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
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【羽咋沖西撓曲周辺の深部記録（エアガン） ２／２】

第1193回審査会合 資料2-1
P.458 再掲
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N-6W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を北
陸電力が独自に解析・作成
したものである
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

右図記録範囲

凡 例

断層位置
推定区間

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） １／２】
○No.104-1測線はD層の隆起や断層，撓曲が複数認められる一方で，No.104-2測線は第四系が厚く分布し断層や撓曲を示唆するような構造は認められない（下図，次
頁）。

第1193回審査会合 資料2-1
P.459 再掲
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

断層位置
推定区間

海士岬沖断層帯の
推定区間

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） ２／２】

第1193回審査会合 資料2-1
P.460 再掲
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

右図記録範囲

凡 例

断層位置
推定区間

傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －海上音波探査（地質構造の連続性）－

第1193回審査会合 資料2-1
P.462 一部修正
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笹波沖断層帯(西部）

D1

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲間の地質構造の連続性を検討するため，両断層間の浅部の海上音波探査記録（ブーマー，スパーカー）を確認した。
○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する（離隔距離：約6km）。
○笹波沖断層帯（西部）～羽咋沖西撓曲間の2測線（No.8測線，No.9測線）に断層等は認められず，両断層は連続しない。
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枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



557

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○いずれの断層も走向に対応する重力異常急変部は認められず，同時活動の可能性については明確に判断できない。

ブーゲー異常図（左図：測定点なし，右図：測定点あり） 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et
al. (2019)，澤田ほか（2021），海域は
産業技術総合研究所地質調査総合
センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

●：測定点

羽咋沖西撓曲

笹波沖断層帯（西部）

志賀原子力発電所

推定区間

断層位置

第1193回審査会合 資料2-1
P.463 一部修正

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－

傾斜方向
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○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の後期更新世以降の活動の傾向を比較するため，B1層基底の変位量分布を確認した。
○笹波沖断層帯（西部）のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部に向かって小さくなる。
○羽咋沖西撓曲のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。
○以上のことから，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲の境界部でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は認
められない。

第1193回審査会合 資料2-1
P.464 一部修正
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No.8

B1層基底の変位量分布図

笹波沖断層帯（東部） ※1羽咋沖西撓曲

No.9

No.10
No.10（800）

No.11
No.12

補No.4（800）
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K27
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K28

K16

K101

笹波沖断層帯（西部） ※2

凡例
●：笹波沖断層帯（東部）
●：笹波沖断層帯（西部）
○：笹波沖断層帯（西部） 合算前
■：羽咋沖西撓曲

・同じ位置で複数の測線で断層が認められる場合は，
より解像度が高い測線もしくは走向に直交する測線
の変位量を算出した。

断層端点
←S N→

変
位
量
（
m
）

推定区間

断層位置

※1：笹波沖断層帯（東部）の分岐断層周辺にはB1層が
分布しないことから，分岐断層の変位量は示していな
い。

※2：笹波沖断層帯（西部）の分岐する撓曲区間につい
ては，同一測線で複数の構造が認められた測線を対
象とし，合算値で算出した。

※3：局所的な変形構造

No.104
（合算値）K28

（合算値）
No.5U

（合算値） L14

K16
（合算値）

紫字：第1193回審査会合以降に変更した箇所
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －B1層基底の変位量分布－
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No.9

No.8
No.9

：傾斜方向

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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○能登半島北部周辺で過去に発生した地震活動について，文献調査の結果，笹波沖断層帯（西部）は，2007年能登半島地震で地震活動が認め
られるが，令和6年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認められない。一方，羽咋沖西撓曲は， 2007年能登半島地震，令
和6年能登半島地震での活動は認められず，2024年石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲との関連性については明確に判断できないものの，
羽咋沖西撓曲が震源断層の可能性がある（下図，次頁～P.563） 。

令和6年能登半島地震の知見の反映

地震調査委員会（2024a）の反映

2007年
能登半島地震
（M6.9）

1993年
能登半島沖の地震

（M6.6）

1729年
能登・佐渡の地震
（M6.6～7.0）

Hamada et al. （2016）に
基づく断層モデル 令和6年能登半島地震

（M7.6）

能登半島周辺の過去の地震

佐藤ほか（2007a）
に基づく震源断層
の範囲

・佐藤ほか（2007a）は，2007年能登半島地震
は笹波沖断層帯（東部）に対応する断層に
よるものとしている。

・Hamada et al.（2016）は，下記のデータに基づき，
1729年能登・佐渡の地震は輪島沖セグメントに
よるものとしている。
・離水した潮間帯生物遺骸化石の年代に基づく沿
岸隆起の時期は，西暦1600～1800年である。
・この沿岸隆起を再現する輪島沖セグメントの断
層モデルの規模と変位量から，気象庁マグニ
チュード M6.9の地震規模が想定される。

・1993年能登半島沖の地震と珠洲沖セグメン
ト，禄剛セグメントとの関連性については判
断できない。

・令和6年能登半島地震では，門前断層帯門前沖
区間の東部（笹波沖断層帯（東部）に対応）～能
登半島北岸断層帯（猿山沖セグメント，輪島沖セ
グメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに
対応）～富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）
の南西部にまたがる範囲で発生した（地震調査
委員会（2024b，c））。

地震調査委員会（2024a）の海域活断層

当社が評価した断層位置
推定区間

地震調査委員会（2024c）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

2024年
石川県西方沖の
地震（M6.6）※

地震調査委員会（2024e）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

・地震調査委員会（2024e）は，2024年11月26
日の地震の地震活動域の周辺には，羽咋
沖西断層などが存在するとしている。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（2） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の同時活動の可能性の検討 －地震活動－

志賀原子力発電所

羽
咋
沖
西
撓
曲

※：2024年石川県西方沖の地震については，2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的にも不連続があり，
M7.6の地震により誘発されたとする知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震源断層と2024年石川県
西方沖の地震の震源断層は同時活動していないと判断した（P.563）。



○笹波沖断層帯（東部）を震源断層とする2007年能登半島地震の地震活動が笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲に拡大しているか，地震発生
から約2ヵ月間の余震分布（Yamada et al.（2008））を用いて確認を行った。

○その結果，笹波沖断層帯（西部）の北東側に一部地震の発生が認められ，地震活動は南西方へ拡大している。
○一方，羽咋沖西撓曲付近には，地震活動の拡大は認められない。
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余震分布図
（Yamada et al.（2008）に一部加筆）

推定区間

断層位置

【2007年能登半島地震（地震活動）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

羽
咋
沖
西
撓
曲
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令和6年能登半島地震の知見の反映

○産業技術総合研究所（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけ
て取得した同等のデータを比較している。

○これによれば，笹波沖断層帯（西部）を横断する測線に隆起は認められない。

音波探査データ・海底地形調査データの比較結果
（産業技術総合研究所（2024b）に一部加筆）

【令和6年能登半島地震（海上音波探査）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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令和6年能登半島地震の知見の反映

震央分布図
（波形相関DD法により再決定した震源データ：2024年1月1日～1月10日、深さ0～40km、M≧2.0）

（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に一部加筆）

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層
星形：M5.0以上の震源

【令和6年能登半島地震（地震活動）】

○令和6年能登半島地震の地震活動が笹波沖断層帯（西部），羽咋沖西撓曲に拡大しているか確認を行った。
○地震調査委員会（2024c）は，気象庁が作成した2024年1月1日～1月10日までの波形相関DD法により再決定した震源データを掲載している（下
図）。

○これによれば，令和6年能登半島地震の地震活動は，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖西撓曲のいずれにも認められない。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果
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令和6年能登半島地震の知見の反映

【2024年石川県西方沖の地震（地震活動）】

○羽咋沖西撓曲が2024年石川県西方沖の地震の震源断層の可能性があると判断した（P.185）ことから，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討にあたっ
ては，羽咋沖西撓曲を2024年石川県西方沖の地震の震源断層とみなし，当地震のデータを踏まえ，検討を行った。

○地震調査委員会（2024e）は，11月26日の地震について「令和6年能登半島地震」の地震活動として評価を行っており，これまでの「令和6年能登半島地震」の地震活
動の中で二番目に大きな規模の地震であるとし，地震調査委員会（2025）は， 2020年12月からの一連の地震活動として，2024年1月のM7.6の地震と2024年11月の
M6.6の地震を評価している。

○地震調査委員会（2024e）は，気象庁が作成した2024年1月1日～12月8日までの震央分布図も掲載しており（下図），これによれば，2024年石川県西方沖の地震の地
震活動（図中赤丸）は，羽咋沖西撓曲付近に認められるが，笹波沖断層帯（西部）付近には認められず，北東方に拡大していない。

○また，2024年石川県西方沖の地震活動は，2024年1月1日のM7.6の地震活動とは走向が異なり連続せず，約11か月の時間差で発生している（下図）。
○地震調査委員会（2025）は，M7.6の地震活動により地震を促進させるような影響を受けた活断層があり（P.186），2024年石川県西方沖の地震は，M7.6の地震の震源
断層とは異なる断層が活動したものと考えられるとしている。

○以上のことから，2024年石川県西方沖の地震については，2020年12月からの一連の地震活動とされているものの，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的
にも不連続があり，M7.6の地震により誘発されたとする知見も示されていることから，M7.6の地震により誘発されて発生した地震であると考えられ，M7.6の地震の震
源断層と2024年石川県西方沖の地震の震源断層は同時活動していないと判断した。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

水色：2024年1月1日～2024年8月31日の地震
青色：2024年9月1日～2024年11月25日の地震
赤色：2024年11月26日～2024年12月8日の地震

茶線：地震調査委員会（2024a）の活断層

震央分布図（2024年1月1日～2024年12月8日，深さ0～30㎞，M≧2.0）
（地震調査委員会（2024e）（気象庁作成）を編集）

羽咋沖西撓曲

志賀原子力発電所

笹波沖断層帯（西部）



3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

3.2.9（3） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果の妥当性確認

検討項目

検討結果

羽咋沖西撓曲 断層間の状況
笹波沖断層帯（全長）

断層間の状況
能登半島北部沿岸域断層帯

断層間の状況 NT2・NT3
笹波沖断層帯（西部） 笹波沖断層帯（東部）

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

禄剛
セグメント

地

形

及

び

地

質

構

造

文
献
調
査

産総研
岡村（2002）
岡村（2007a）
岡村（2007b）
井上・岡村（2010）

（P.48，128，175）

・かつてのハーフグラーベンが隆起した
盆地反転構造（岡村，2007a）。

・断層面の傾斜が逆であることから，連
続した構造ではないと判断している
（岡村，2007a）。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って発達
する南東傾斜の逆断層からなり，中新
世の逆断層が再活動することによって
形成された可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，言及して
いない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って発達
する南東傾斜の逆断層からなり，中新
世の逆断層が再活動することによって
形成された可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，言及して
いない。

・能登半島北方沖の断層・背斜構造の
大部分は，後期中新世に成長したと
考えられるが，一部の断層・褶曲構造
はその後も活動している（岡村，2002）。

国交省ほか（2014）
（P.537）

・海底断層トレースを図示している。 ・両断層をグルーピングしていない。 ・海底断層トレースを図示している。 ・両断層をグルーピングしていない。 ・両断層をグルーピングしていない。

文科省ほか
（2015，2016）

（P.537）

・両断層の連動は考慮していない。 ・両断層の連動は考慮していない。 ・両断層の連動は考慮していない。

地震調査委員会
（2024a,c）（P.538）

・1つの断層帯として評価していない。
・1つの断層帯として評価していない。 ・1つの断層帯として評価していない。

地
球
物
理
学
的
調
査

海
上
音
波
探
査
（
Ｐ.

５
４
２
）

走向 N-S ・走向差約50°※1（斜めT字状） NE-SW～ENE-WSW
・走向差：約10°
（境界部）約60°※1（斜めT字状）

ENE-WSW ・走向差約30° NE-SW

傾斜
西

（約60°）
・傾斜方向は異なる。

南東
（約60°）

・傾斜方向は同じ。
（境界部）傾斜方向は異なる。

南東
（約40～50°）

・傾斜方向は異なる。
北西

（約45～50°）

[

地
質
構
造
の
連
続
性]

断層

活動性・
分布

・撓曲からなり，B1層以下に変形が認め
られる。
・羽咋沖盆地内に分布し，C層及びB層
が厚く堆積する。

・両断層の境界付近を境に南北で地質
構造，D層の分布状況が大きく異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は直線状に連続せず，一部並
走区間を伴って近接して分布し，断層
面は地下浅部で近づく関係にあるもの
の，地下深部で離れていく関係にある。
離隔距離：約5km

・断層及び撓曲からなり，A層以下に変
位，変形が認められる。
・笹波沖隆起帯，笹波沖小隆起帯の北
縁～北西縁に沿って分布する。

・両断層は直線状に連続しないが，一部
並走区間を伴って近接して分布し，地
下深部で近づく関係にある。

離隔距離：約2km
（直線的な区間は約7.5kmの離隔でステップ）

・断層及び撓曲からなり，A層以下に変
位，変形が認められる。
・短い断層及び撓曲が雁行状に分布し，
南西端付近でNNE-SSW方向に屈曲
する。

・両断層は直線状に連続しないが，並
走区間を伴って，地下深部で近づく関
係にある。

離隔距離：約16km

・断層からなり，Q層以下に変位，変形
が認められる。
・大陸斜面基部に分布する。

上盤側の
背斜構造
（文献調査)

(P.541)

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（岡村，2007a）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示し，
その西方に向斜構造を図示している
（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（尾崎ほか，2019）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（岡村，2002）。

重力探査
[重力異常分布]

（P.557）

・対応する重力異常急変部は認められ
ない。

・境界部に重力異常との明確な対応が認
められず，両断層間の構造の有無につ
いて判断できない。

・東部は等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重力域が
分布するが，西部は等重力線に直交
し，重力異常との対応は認められない。

・猿山沖セグメントの南方（上盤側）の高
重力域は笹波沖断層帯（東部）の北方
（下盤側）に連続しており，両セグメント
間に連続する構造は認められない。

・等重力線に沿って分布し，上盤側に高
重力域，下盤側に低重力域が分布す
る。

・境界部に重力異常との明確な対応が
認められず，両断層間の構造の有無
について判断できない。

・対応する重力異常急変部は認められ
ない。

断

層

の

活

動

履

歴

[

変
位
量
・地
震
活
動]

B1層基底の
変位量分布

（P.558）

・中央付近が大きく，端部に向かって小
さくなる。

・両断層の変位量は端部に向かって小
さくなり，境界部で変位は認められな
い。

・セグメント毎に中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなるが，セグメント
の境界部でも変位が認められる。

・両セグメントの変位量は端部に向かっ
て小さくなり，境界部で変位は認めら
れない。

・セグメント毎に中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。
・セグメントの境界は一部並走する。

不明
セグメント周辺にはB1層が区分できる
測線（スパーカー，ブーマー等）がない。

過
去
の
地
震
と
の
対
応

2007年能登半島地震
（M6.9） （P.559）

・地震活動は，笹波沖断層帯（西部）の
南西方に拡大していない。

・地震活動は，笹波沖断層帯（東部）の
北東方に拡大していない。

令和6年能登半島地
震（M7.6） （P.559）

石川県西方沖の地震
（M6.6） （P.559）

・地震活動は，羽咋沖西撓曲の北東方
に拡大していない。

評価結果

・羽咋沖西撓曲と笹波沖断層帯（全長）について，両断層の連動を考慮した文献はない。
・また，当社の連動の検討の結果からも，地表トレースは一部並走区間を伴って近接して分布するもの
の，両断層の境界付近を境に南北で地質構造及びD層の分布状況が大きく異なることや地下深部で
断層面が離れていく関係にあるなど，同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在することか
ら，総合的に評価し，連動を考慮しない。

・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断層
帯について，令和6年能登半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って近
接して分布し，地下深部で近づく関係にあるなど，同時活動する可能性を示唆
するデータが複数存在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3について，令和6年能登半島地
震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って，地下深部で近づく関
係にあるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが複数存在することから，総合的に評価し，連
動を考慮する。
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○笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲については，連動の検討の結果，連動を考慮しないと評価した。
○笹波沖断層帯（全長）については，隣接する断層との連動の検討の結果，笹波（全長）－能登北岸—NT2・NT3断層帯の連動を考慮している。
○ここでは，羽咋沖西撓曲，笹波沖断層帯（全長），能登半島北部沿岸域断層帯及びNT2・NT3を対象に，連動評価に関連する下表の検討項目について，取得データ及びこれまでの評価内容を整理・比較した。
○その結果，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲間については，その他の連動を考慮したケースと異なり，同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在することから，上記評価は妥当であることを確認した。

門前断層帯 能登半島北岸断層帯 富山トラフ西縁断層羽咋沖西断層

NT8NT10

門前沖セグメント

・両断層間の連動性を否定する
ものではないと記載している。

NT6 NT5 NT4

・NT4-NT5-NT6の連動を考慮している。

NT3 NT2

・NT2-NT3の連動を考慮している。

F43 F42

KZ2

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

※1：地震調査委員会による起震断層の設定の事例（P.347）において，断層帯同士で（接合部付近の）走向が異なる場合は，別の
起震断層と評価していることを踏まえ，走向が異なる（図読45°以上）場合は，連動しない可能性を示唆するデータと判断した。
※2：2024年11月26日の石川県西方沖の地震は，羽咋沖西撓曲付近で発生したが，地震調査委員会（2024e）には震源断層に関
する記載がなく，羽咋沖西撓曲との関連性については明確に判断できない（P.185）。

地震調査委員会（2024a）の反映

令和6年能登半島地震の知見の反映

震源断層の可能性がある。※2

震源断層
南西方に
地震が拡大

震源断層（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）

・令和6年能登半島地震の震源断層と評価している（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）。

第四紀ひずみ集中帯

：データがない箇所

赤下線は地震調査委員会（2024a）を反映した箇所
青下線は令和6年能登半島地震の知見を反映した箇所

赤字：同時活動する可能性を示唆する
青字：同時活動しない可能性を示唆する

：文献で示されている範囲
（破線は文献から当社が解釈したもの）
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【笹波沖断層帯（全長），羽咋沖西撓曲及び隣接する断層の連動の検討結果（位置図）】

位置図

志賀原子力発電所

能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部
沿岸域断層帯とNT2・NT3について，令和6
年能登半島地震の震源断層として，同時活
動したとしている。
・両断層は直線状に連続しないが，ひずみ集
中帯内で一部並走区間を伴って，地下深部
で近づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

断層端点

推定区間

断層位置

笹波沖断層帯（全長）と能登半島北部沿岸域断層帯
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）
と能登半島北部沿岸域断層帯について，令和6年
能登半島地震の震源断層として，同時活動したとし
ている。
・両断層は直線状に連続しないが，ひずみ集中帯内
で一部並走区間を伴って近接して分布し，地下深
部で近づく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮する。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.9 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲の連動の検討結果

笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層の境界付近を境に南北で地質構造
及びD層の分布状況が大きく異なる。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層は直線状に連続せず，ひずみ集中
帯内で一部並走区間を伴って近接して分布
し，両断層の断層面の傾斜方向が異なり，
断層面は地下浅部で近づく関係にあるもの
の，地下深部で離れていく関係にある。

⇒両断層の連動を考慮しない。

：傾斜方向

青字：同時活動しない可能性を示唆する
赤字：同時活動する可能性を示唆する

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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3.2.10 笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4の
連動の検討結果

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

矢印 ・・・・ 検討対象として選定した断層の組合せ
青色：連動を考慮しない

連動の検討対象位置図

志賀原子力
発電所
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検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査

①国交省ほか（2014），文科省ほか（2016）及び地震調査委員会（2024a）は，笹波沖断層帯（西部）とKZ3の同時活動を考慮していない
（P.569，570）。
②笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4は，岡村（2007b）が示す第四紀のひずみ集中帯内に分布する（P.48）。
③岡村（2007a）によれば，笹波沖断層帯（西部）の南東方には羽咋沖層群，金沢沖層群の隆起が認められる。また，KZ3の北西方には
高浜沖隆起帯が位置し，KZ3はその東縁付近に位置する（P.571）。
④岡村（2007a）は，産業技術総合研究所によって実施された反射法地震探査の反射断面の解釈から，笹波沖断層帯（西部）に対応する
構造は南東傾斜としている。また，岡村（2007a）によれば，KZ3に対応する背斜構造は西側のほうが隆起量が大きく，笹波沖断層帯（西
部）とは逆方向の隆起量が大きい傾向にある（P.572）。
⑤文科省ほか（2015）は，深部エアガン調査から，笹波沖断層帯（西部）は東傾斜の断層，KZ3は北西傾斜の逆断層と判断しており，笹波
沖断層帯（西部）とKZ3の断層面の傾斜は逆である（P.573）。
⑥笹波沖断層帯（全長）は南東傾斜，KZ3は北西傾斜であり，断層面の傾斜方向が異なり，断層面は地下深部で離れていく関係にある
（P.574）。
⑦岡村（2007a），井上・岡村（2010）に示された背斜構造を確認すると，両断層間に連続する背斜構造は認められない（P.575）。

地球物理学的調査

海上音波探査

⑧笹波沖断層帯（西部）とKZ3の地表トレースは，ほぼ一線に近接して分布する（P.576）。
⑨笹波沖断層帯（西部）とKZ3間の音波探査記録（No.101測線）からは，断層等を示唆するような変位，変形は認められず，両断層は連
続しない（P.576）。
（参考）笹波沖断層帯（西部）とKZ3周辺の音波探査記録を確認した結果，両断層がバックスラストとなるような逆傾斜の断層は認められ
ない（P.572，573）。

重力異常分布
⑩笹波沖断層帯（西部）とKZ3はいずれも走向に対応する重力異常急変部が認められず，同時活動の可能性については明確に判断でき
ない（P.577）。

断層の活動履歴 地震活動
⑪笹波沖断層帯（西部）は，2007年能登半島地震で地震活動が認められるが，令和6年能登半島地震，2024年石川県西方沖の地震での活動は認め
られない。一方，KZ3・KZ4の最新活動時期は不明である（P.578）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，笹波沖断層帯（西部）とKZ3は，ひずみ集中帯内でほぼ一線に近接して分布する（②，⑧）ものの，同時活動を考慮した文
献はなく（①），両断層は分布する隆起帯が異なる（③）。また，両断層の断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく
関係にある（④，⑤，⑥）。さらに，両断層間に連続する背斜構造は認められず（⑦），海上音波探査結果からは両断層間に連続する構
造は推定されない（⑨）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4は，同時活動する可能性はないと判断し，連動を考慮し
ない。

第1193回審査会合 資料2-1
P.466 一部修正

連
動
の
検
討

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4について，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討にあたっては，
近接して分布する笹波沖断層帯（西部）とKZ3を検討対象とした。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞

○連動の検討の結果，笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4を別々の断層として設定することとする。

赤下線は地震調査委員会（2024a）の公表に伴い，変更した箇所

地震調査委員会（2024a）の反映

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.10 笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4の連動の検討結果

3.2.10（1） 笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4の連動の検討結果

紫下線：第1193回審査会合以降に変更した箇所

断
層
モ
デ
ル

の
設
定
方
法

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する




